


マイナンバーカードの
申請はお済みですか？

この端末は、役場、中央公
民館、交流ひろば HiCaLi に
設置していますが、ﾏｲﾅﾝﾊﾞ
ｰｶｰﾄﾞｵﾝﾗｲﾝ申請の操作案内
については、役場の住民課
設置分のみとなりますので、
ご注意ください。

ﾏｲﾅﾎﾟｰﾀﾙ用ﾊﾟｿｺﾝを設置し
ました。この端末は、

・ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞｵﾝﾗｲﾝ申請 
・ﾏｲﾅﾎﾟｰﾀﾙへのｱｸｾｽ 
・電子申請（子育関連手続） 
の機能を持っています。

　皆さん、こんにちは。住民課の安部と申します。
 　突然ですが、皆さんは『マイナンバーカード』の申請はお済みですか？
　マイナンバーとは、日本に住民票を有する全ての人に与えられた 12 桁の固有
の番号をいいます。このマイナンバーは、一生使うことになるとても大切なもの
で、役場での各種手続をはじめ、様々な場面で必要になります。そして、自分の
マイナンバーを証明する時に必要になるのが、『通知カード』や『マイナンバーカー
ド』です。今回は、日頃皆さんから尋ねられる『マイナンバーカード』について、
簡単にご説明します。
　また、新たに申請用のパソコンも設置しました。分からないことがあれば、職
員がお手伝いしますので、お気軽にお立ち寄りください。

Ｑ１　マイナンバーカードってどんなカード？
　平成27年10月から12月にかけて、マイナンバーが記載された『通知カード』
が簡易書留にて郵送されています。ご自分のマイナンバーはこの『通知カード』
で確認・証明ができますが、『マイナンバーカード』には、『通知カード』には
無い機能がたくさん付与されていますので、是非『マイナンバーカード』の申
請を行ってください。

登場人物

じ
ゃ
ー
ん

家でもできるよ！

Ｑ２　マイナポータルって何ですか？
　マイナポータルとは、行政機関が持っている自分に関する情報や、さまざ
まな行政サービスを知ることのできるポータルサイトで、今年の秋からの本
格運用開始が予定されています。マイナポータルのご利用には、『マイナン
バーカード』が必要で、ご自宅のパソコンからでも利用可能です。また、パ
ソコンをお持ちでない方は、『マイナンバーカード』をお持ちいただき、役
場や中央公民館などに設置しているマイナポータル用パソコンをご利用いた
だけます。※詳細は政策推進課までお問合せください。

Ｑ３　マイナンバーカードの
　　　　　　セキュリティは大丈夫？
　「マイナンバーカードって便利そうだけど不安」と感
じている方も多いと思います。代表的な対策について
紹介します。

マイナンバーの申請が
とっても簡単になりました !

※�『通知カード』と『運転免許証』などの身分証明証
が必要です。
※�本端末で撮影する写真は、写真店などで撮影する写
真よりも画質が劣りますので、ご了承ください。

　■問合先　　住民課　　　☎ 73-3122
　　　　　　　政策推進課　☎ 73-3116

それは助かりますな！

これ、写真も撮れますよ！

役場の方のサポートも
あって、安心だね！

お兄ちゃん ！
パソコンが苦手な私も
これで大丈夫だね ！

様々なセキュリティ対策が
講じられているんだ！

助
か
る
ね
！
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第
17
回
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
10
月
28
～
30
日
・
愛
媛
県
）
に
出

場
す
る
選
手
が
８
月
21
日
、
役
場
を
訪

れ
本
田
町
長
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
へ
は
、
大
分
県
か
ら
26

名
の
選
手
が
出
場
。
日
出
町
か
ら
は
、

七し

め
五
三
智
子
選
手
（
陸
上
）、
持
田
朗

選
手
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）、
多

田
伸
一
選
手
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
の
３
名

が
出
場
し
ま
す
。

　
選
手
を
代
表
し
て
、多
田
選
手
が「
県

代
表
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
表
明
。
町
長
は
「
体
調
を
し
っ

か
り
と
整
え
、
大
会
に
望
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

日
出
町
か
ら
３
名
の
選
手
が
出
場

全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
巨
大
な
カ
ボ
チ
ャ
が
ず
ら
り
と
並

び
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
カ
ボ
チ
ャ
の
重
量
当
て

ク
イ
ズ
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
お
化
け
カ
ボ

チ
ャ
作
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
重
量
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
大
中
小
３

種
類
の
カ
ボ
チ
ャ
を
そ
れ
ぞ
れ
手
で

持
っ
て
重
さ
を
推
測
。
子
ど
も
た
ち
が

カ
ボ
チ
ャ
を
一
生
懸
命
抱
え
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　
お
化
け
カ
ボ
チ
ャ
作
り
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
好
み
の
カ
ボ
チ
ャ
を
選

択
。
マ
ジ
ッ
ク
で
顔
を
描
き
、
ナ
イ
フ

な
ど
を
使
っ
て
上
手
に
制
作
し
ま
し

た
。
作
品
が
見
事
大
賞
に
輝
い
た
山
本

直な

お生
さ
ん
（
大
神
小
６
年
生
）
は
「
大

賞
を
貰
え
て
と
て
も
嬉
し
い
。
口
元
の

牙
の
部
分
を
彫
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　

お化けカボチャを作っている様子

大
神
原
山
区
の
恒
例
行
事

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
ま
つ
り

　
９
月
10
日
、
大
神
原は
る
や
ま山

区
で
『
ジ
ャ

ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
原
山
自
治
公
民
館
に

身
近
な
素
材
で
風
力
発
電
機
を
手
作
り

な
ん
で
も
サ
イ
エ
ン
ス
塾

　
８
月
20
日
、
な
ん
で
も
サ
イ
エ
ン
ス

塾
が
別
速
杵
地
区
教
育
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
宇
宙
少
年

団
大
分
テ
ク
ノ
分
団
が
主
催
し
て
い
る

科
学
教
室
で
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
へ

の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
月
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護

者
ら
約
20
名
が
参
加
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
Ｃ
Ｄ
盤
を
使
っ
て
、
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型

と
呼
ば
れ
る
風
車
を
備
え
た
風
力
発
電

機
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
安
東
三

郎
分
団
長
ら
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

木
製
の
土
台
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
工
し
た
ブ
レ
ー
ド

を
Ｃ
Ｄ
盤
に
固
定
す
る
工
程
で
手
間
取

り
な
が
ら
も
完
成
。
風
車
が
回
り
発
電

機
に
つ
な
い
だ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
点
灯
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
に
も
笑
顔
が

灯
っ
て
い
ま
し
た
。

安東分団長（左）の説明を聞く参加者ら
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まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

８月～９月

前列左から、
多田伸一選手、持田朗選手、七五三智子選手

区
の
住
民
と
町
長
が
意
見
交
換

藤
原
一
北
区
で
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

県
教
育
奨
励
賞
を
受
賞

豊
岡
地
区
の
『
し
ま
や
ま
会
』

　
８
月
24
日
、
平
成
29
年
度
教
育
奨
励

賞
表
彰
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
、
豊
岡
地

区
で
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
し

ま
や
ま
会
（
白
水
秀
明
会
長
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
奨
励
賞
は
、
地
域
住
民
の
教
育

支
援
や
児
童
、
生
徒
、
教
職
員
に
よ
る

地
域
活
動
な
ど
を
称
え
る
も
の
で
、
県

内
の
個
人
、
団
体
な
ど
に
、
県
教
育
委

員
会
が
授
与
す
る
も
の
。

　
受
賞
し
た
し
ま
や
ま
会
は
、
平
成
15

年
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
同
地
区
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
朝･

昼･

夜･

深
夜

に
分
け
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、児
童
・

幼
児
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
は
、
通
学

路
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
、
あ
い
さ

つ
運
動
も
実
施
。
地
域
住
民
の
安
全
の

た
め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

表彰されるしまやま会のメンバーら

　
８
月
27
日
、
藤
原
一
北
区
の
自
治
公

民
館
で
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
区
の
住
民
ら
約
30
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
は
、

町
長
と
住
民
が
意
見
交
換
を
し
て
町
の

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
住

民
が
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
木
付
幸
一
区
長
が

「
一
北
区
で
は
多
様
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
行
政
へ
お
伝

え
し
、
地
域
と
共
に
解
決
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
懇
談
会
で
は
、
区
を
通
る
町
道
や
、

高
齢
化
が
進
む
地
域
の
活
性
化
、
藤
原

小
学
校
の
施
設
に
つ
い
て
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
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職員に見送られる今宮前副町長

助
役
・
副
町
長
と
し
て
行
財
政
改
革
に
尽
力

今
宮

二
副
町
長
が
退
任

　
９
月
５
日
、
今
宮

れ

い

じ二
副
町
長
が
任

期
満
了
に
よ
り
退
任
し
ま
し
た
。
同
日

行
わ
れ
た
退
任
式
で
は
、
本
田
町
長
か

ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
は
「
役
場
職
員
と
し
て
の
期
間

を
含
め
る
と
、
人
生
の
３
分
の
２
を
町

の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
ご
助
言
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
た
い
。
長
い
間
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
」
と
労
い
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
今
宮
副
町
長
は
「
皆
さ
ま
と
一
緒
に

仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
っ
た
。
今

ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
宮
副
町
長
は
、
贈
ら
れ
た
花
束
を

手
に
、
職
員
か
ら
の
拍
手
で
見
送
ら
れ

ま
し
た
。

※�

後
任
の
目も
く
だ
い代
憲
夫
副
町
長
の
就
任
に

つ
い
て
は
８
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町長と住民の意見交換の様子

『
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
』『
マ
グ
ナ
ム
』

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
全
国
・
九
州
大
会
出
場全国・九州大会へ出場する両チームの関係者ら

　
９
月
11
日
、
町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
『
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
』

の
藤
井
英
之
監
督
、『
マ
グ
ナ
ム
』
の

渡
辺
享
治
コ
ー
チ
、
日
出
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
三
浦
正
臣
会
長
ら
が
役

場
を
訪
れ
、
全
国
大
会
、
九
州
大
会
へ

そ
れ
ぞ
れ
出
場
す
る
こ
と
を
本
田
町
長

へ
報
告
し
ま
し
た
。

　『
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
』
は
『
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
７
』

（
９
月
15
～
19
日
、
兵
庫
県
）
へ
、『
マ

グ
ナ
ム
』
は
『
九
州
一
般
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
』（
10
月
21
・
22
日
、
宮

崎
県
）
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
。

　
町
長
は
「
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
町
の
名
を

高
め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
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ま
し
た
。

　
全
国
大
会
へ
は
、
大
分
県
か
ら
26

名
の
選
手
が
出
場
。
日
出
町
か
ら
は
、

七し

め
五
三
智
子
選
手
（
陸
上
）、
持
田
朗

選
手
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）、
多

田
伸
一
選
手
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
の
３
名

が
出
場
し
ま
す
。

　
選
手
を
代
表
し
て
、多
田
選
手
が「
県

代
表
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
表
明
。
町
長
は
「
体
調
を
し
っ

か
り
と
整
え
、
大
会
に
望
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

日
出
町
か
ら
３
名
の
選
手
が
出
場

全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
巨
大
な
カ
ボ
チ
ャ
が
ず
ら
り
と
並

び
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
カ
ボ
チ
ャ
の
重
量
当
て

ク
イ
ズ
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
お
化
け
カ
ボ

チ
ャ
作
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
重
量
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
大
中
小
３

種
類
の
カ
ボ
チ
ャ
を
そ
れ
ぞ
れ
手
で

持
っ
て
重
さ
を
推
測
。
子
ど
も
た
ち
が

カ
ボ
チ
ャ
を
一
生
懸
命
抱
え
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　
お
化
け
カ
ボ
チ
ャ
作
り
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
好
み
の
カ
ボ
チ
ャ
を
選

択
。
マ
ジ
ッ
ク
で
顔
を
描
き
、
ナ
イ
フ

な
ど
を
使
っ
て
上
手
に
制
作
し
ま
し

た
。
作
品
が
見
事
大
賞
に
輝
い
た
山
本

直な

お生
さ
ん
（
大
神
小
６
年
生
）
は
「
大

賞
を
貰
え
て
と
て
も
嬉
し
い
。
口
元
の

牙
の
部
分
を
彫
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　

お化けカボチャを作っている様子

大
神
原
山
区
の
恒
例
行
事

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
ま
つ
り

　
９
月
10
日
、
大
神
原は
る
や
ま山

区
で
『
ジ
ャ

ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
原
山
自
治
公
民
館
に

身
近
な
素
材
で
風
力
発
電
機
を
手
作
り

な
ん
で
も
サ
イ
エ
ン
ス
塾

　
８
月
20
日
、
な
ん
で
も
サ
イ
エ
ン
ス

塾
が
別
速
杵
地
区
教
育
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
宇
宙
少
年

団
大
分
テ
ク
ノ
分
団
が
主
催
し
て
い
る

科
学
教
室
で
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
へ

の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
月
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護

者
ら
約
20
名
が
参
加
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
Ｃ
Ｄ
盤
を
使
っ
て
、
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型

と
呼
ば
れ
る
風
車
を
備
え
た
風
力
発
電

機
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
安
東
三

郎
分
団
長
ら
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

木
製
の
土
台
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
工
し
た
ブ
レ
ー
ド

を
Ｃ
Ｄ
盤
に
固
定
す
る
工
程
で
手
間
取

り
な
が
ら
も
完
成
。
風
車
が
回
り
発
電

機
に
つ
な
い
だ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
点
灯
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
に
も
笑
顔
が

灯
っ
て
い
ま
し
た
。

安東分団長（左）の説明を聞く参加者ら
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まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

８月～９月

前列左から、
多田伸一選手、持田朗選手、七五三智子選手

区
の
住
民
と
町
長
が
意
見
交
換

藤
原
一
北
区
で
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

県
教
育
奨
励
賞
を
受
賞

豊
岡
地
区
の
『
し
ま
や
ま
会
』

　
８
月
24
日
、
平
成
29
年
度
教
育
奨
励

賞
表
彰
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
、
豊
岡
地

区
で
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
し

ま
や
ま
会
（
白
水
秀
明
会
長
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
奨
励
賞
は
、
地
域
住
民
の
教
育

支
援
や
児
童
、
生
徒
、
教
職
員
に
よ
る

地
域
活
動
な
ど
を
称
え
る
も
の
で
、
県

内
の
個
人
、
団
体
な
ど
に
、
県
教
育
委

員
会
が
授
与
す
る
も
の
。

　
受
賞
し
た
し
ま
や
ま
会
は
、
平
成
15

年
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
同
地
区
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
朝･

昼･

夜･

深
夜

に
分
け
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、児
童
・

幼
児
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
は
、
通
学

路
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
、
あ
い
さ

つ
運
動
も
実
施
。
地
域
住
民
の
安
全
の

た
め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

表彰されるしまやま会のメンバーら

　
８
月
27
日
、
藤
原
一
北
区
の
自
治
公

民
館
で
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
区
の
住
民
ら
約
30
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
町
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
は
、

町
長
と
住
民
が
意
見
交
換
を
し
て
町
の

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
住

民
が
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
木
付
幸
一
区
長
が

「
一
北
区
で
は
多
様
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
行
政
へ
お
伝

え
し
、
地
域
と
共
に
解
決
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
懇
談
会
で
は
、
区
を
通
る
町
道
や
、

高
齢
化
が
進
む
地
域
の
活
性
化
、
藤
原

小
学
校
の
施
設
に
つ
い
て
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
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職員に見送られる今宮前副町長

助
役
・
副
町
長
と
し
て
行
財
政
改
革
に
尽
力

今
宮

二
副
町
長
が
退
任

　
９
月
５
日
、
今
宮

れ

い

じ二
副
町
長
が
任

期
満
了
に
よ
り
退
任
し
ま
し
た
。
同
日

行
わ
れ
た
退
任
式
で
は
、
本
田
町
長
か

ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
は
「
役
場
職
員
と
し
て
の
期
間

を
含
め
る
と
、
人
生
の
３
分
の
２
を
町

の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
ご
助
言
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
た
い
。
長
い
間
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
」
と
労
い
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
今
宮
副
町
長
は
「
皆
さ
ま
と
一
緒
に

仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
っ
た
。
今

ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
宮
副
町
長
は
、
贈
ら
れ
た
花
束
を

手
に
、
職
員
か
ら
の
拍
手
で
見
送
ら
れ

ま
し
た
。

※�

後
任
の
目も
く
だ
い代

憲
夫
副
町
長
の
就
任
に

つ
い
て
は
８
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町長と住民の意見交換の様子

『
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
』『
マ
グ
ナ
ム
』

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
全
国
・
九
州
大
会
出
場全国・九州大会へ出場する両チームの関係者ら

　
９
月
11
日
、
町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
『
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
』

の
藤
井
英
之
監
督
、『
マ
グ
ナ
ム
』
の

渡
辺
享
治
コ
ー
チ
、
日
出
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
三
浦
正
臣
会
長
ら
が
役

場
を
訪
れ
、
全
国
大
会
、
九
州
大
会
へ

そ
れ
ぞ
れ
出
場
す
る
こ
と
を
本
田
町
長

へ
報
告
し
ま
し
た
。

　『
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
』
は
『
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
７
』

（
９
月
15
～
19
日
、
兵
庫
県
）
へ
、『
マ

グ
ナ
ム
』
は
『
九
州
一
般
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
』（
10
月
21
・
22
日
、
宮

崎
県
）
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
。

　
町
長
は
「
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
町
の
名
を

高
め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

⑤ 2017.10
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優勝に輝いた藤原フェアリーズの選手ら

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
優
勝

　
８
月
25
日
か
ら
27
日
に
熊
本
県
で
行

わ
れ
た
『
第
37
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
』。
こ
の
大

会
で
見
事
優
勝
に
輝
い
た
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
『
藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー

ズ
』
が
、
９
月
13
日
、
役
場
を
訪
れ
本

田
町
長
に
そ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
会
で
は
惜
し
く
も
準
優
勝

で
し
た
が
、
今
年
は
念
願
の
優
勝
と
い

う
こ
と
で
、
選
手
ら
は
満
面
の
笑
顔
。

　
町
長
が
「
皆
さ
ん
、
よ
く
頑
張
っ
た

ね
」
と
声
を
か
け
る
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン

の
本
田
凪な
ぎ

さ
ん
（
川
崎
小
６
年
生
）
は

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
く
思
う
。
私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に

感
謝
し
た
い
」
と
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。

　
９
月
20
日
、
大
分
県
消
防
学
校
の
初

任
科
を
卒
業
し
た
杵
築
速
見
消
防
組
合

の
新
人
職
員
（
平
成
29
年
度
入
庁
）
が

役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
へ
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
卒
業
報
告
に
訪
れ
た
の

は
、
松
原
亮あ
き
は波

さ
ん
、
甲
斐
栄
一
さ
ん
、

緒
方
晃
太
郎
さ
ん
の
３
名
。

　
卒
業
に
あ
た
り
、
職
員
が
一
人
ず
つ

決
意
表
明
。「
し
っ
か
り
と
自
分
で
考

え
行
動
で
き
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
た
い
」
な

ど
の
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
長
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

杵
築
速
見
消
防
組
合
新
人
職
員

消
防
学
校
卒
業
を
報
告

消防学校を卒業した職員ら（中央の３名）

自
殺
予
防
週
間
に
あ
わ
せ

暘
谷
駅
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
９
月
11
日
の
早
朝
、
自
殺
予
防
週
間

（
９
月
10
～
16
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
Ｊ

Ｒ
暘
谷
駅
で
役
場
職
員
ら
に
よ
る
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
殺
予
防
週
間
と
は
、
期
間
中
に
お

け
る
啓
発
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
国
民

に
自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
普
及
啓
発
し
、
命
の
大
切
さ

や
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
、
ま
た

危
険
に
気
づ
い
た
と
き
の
対
応
方
法
な

ど
に
つ
い
て
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
全
国
的
な
取
り
組
み
で

す
。

　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
駅
を
利

用
す
る
学
生
や
社
会
人
な
ど
に
声
か
け

を
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
ま
し
た
。

通行人に啓発グッズを手渡す職員ら

　
９
月
22
日
、
暘
谷
駅
周
辺
な
ど
で
、

町
立
藤
原
幼
稚
園
の
園
児
ら
が
交
通
安

全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
秋
の
交
通
安
全
運
動

（
９
月
21
日
～
30
日
）
に
あ
わ
せ
、
大

分
県
交
通
安
全
協
会
日
出
支
部
高
齢
者

部
会
の
主
催
で
、
同
会
、
藤
原
幼
稚
園
、

杵
築
日
出
警
察
署
が
実
施
し
た
も
の
。

　
園
児
ら
は
駅
前
を
通
行
す
る
自
動
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
」「
事
故
に
気
を
付
け
て
ね
」

と
元
気
よ
く
声
か
け
を
し
な
が
ら
、
啓

発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ヒ

カ

リ

ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

で
レ
タ
ー
作
戦
投と
う
か
ん函
式
が
行
わ
れ
、
園

児
ら
は
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
手

紙
を
祖
父
母
な
ど
に
宛
て
て
ポ
ス
ト
に

投
函
し
ま
し
た
。

町
立
藤
原
幼
稚
園
の
園
児
ら

駅
周
辺
で
交
通
安
全
啓
発
活
動ドライバーに啓発グッズを手渡している様子

≪開催期間≫
　10月１日（日）～ 11月 30日（木）

■参加店舗　20店舗
■参加方法
①二の丸館や各参加店舗にあるキャンペーンチラシをまずは入手
②参加店舗でちりめん（しらす）メニューを食べてスタンプを GET ！�
③スタンプを 3個以上集め応募し、ステキな賞品を当てよう！�
■賞品総計　20名様分（ペア宿泊券、特産品セットなど）
■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255
※参加店舗などの詳細は　『ひじナビ』で検索

今年もやります♪

食べよう！日出のおいしい秋ちりめん！

日
出
の
鱧は

も

食く

い
祭
り

　
日
出
町
は
、
県
内
で
も
有
数
の
鱧
の
産
地
。

『
鱧
』
と
い
え
ば
京
都
祇
園
祭
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
『
夏
の
味
覚
』
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

産
卵
を
終
え
た
秋
に
な
る
と
、再
び
脂
が
の
っ

て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
日
出
の
新
美
味
・
鱧
の
お
い

し
さ
を
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

『
日
出
の
鱧
食
い
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

一
日
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
贅ぜ
い

を
尽
く
し

た
鱧
料
理
を
特
別
価
格
で
ご
提
供
し
ま
す
。

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
は

各
参
加
店
舗
へ
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
価
格

　�

４
３
２
０
円
相
当
の
メ
ニ
ュ
ー
を
当
日
に

限
り
、２
０
０
０
円
（
税
込
）
で
ご
提
供
！

　
※
合
計
３
０
０
食
限
定

■
参
加
店
舗
一
覧

　
幸こ
う
き
や

喜
屋
　
☎
72
‐
２
４
２
１

　
能の
ら
く
ろ
や

良
玄
家
　
☎
72
‐
２
０
３
７

　
帯た
て
わ
き刀

の
庄
　
☎
72
‐
６
９
４
４

　
膳
の
え
ぐ
ち
　
☎
72
‐
８
５
５
８

　
日
出
町
的て
き
ざ
ん
そ
う

山
荘
　
☎
72
‐
２
３
２
１

　
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出

　
☎
72
‐
１
８
０
０

11
月
12
日(

日)

開
催

予
約
は
10
月
23
日(

月)

10
時
受
付
開
始

特別メニューの一例
（※店舗により器や盛り付けなどが異なります）

日
出
の
鱧
販
売
促
進
協
議
会
主
催

⑥2017.10



HIJI  TOWN  TOPICS

優勝に輝いた藤原フェアリーズの選手ら

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
優
勝

　
８
月
25
日
か
ら
27
日
に
熊
本
県
で
行

わ
れ
た
『
第
37
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
』。
こ
の
大

会
で
見
事
優
勝
に
輝
い
た
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
『
藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー

ズ
』
が
、
９
月
13
日
、
役
場
を
訪
れ
本

田
町
長
に
そ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
会
で
は
惜
し
く
も
準
優
勝

で
し
た
が
、
今
年
は
念
願
の
優
勝
と
い

う
こ
と
で
、
選
手
ら
は
満
面
の
笑
顔
。

　
町
長
が
「
皆
さ
ん
、
よ
く
頑
張
っ
た

ね
」
と
声
を
か
け
る
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン

の
本
田
凪な
ぎ

さ
ん
（
川
崎
小
６
年
生
）
は

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
く
思
う
。
私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に

感
謝
し
た
い
」
と
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。

　
９
月
20
日
、
大
分
県
消
防
学
校
の
初

任
科
を
卒
業
し
た
杵
築
速
見
消
防
組
合

の
新
人
職
員
（
平
成
29
年
度
入
庁
）
が

役
場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
へ
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
卒
業
報
告
に
訪
れ
た
の

は
、
松
原
亮あ
き
は波

さ
ん
、
甲
斐
栄
一
さ
ん
、

緒
方
晃
太
郎
さ
ん
の
３
名
。

　
卒
業
に
あ
た
り
、
職
員
が
一
人
ず
つ

決
意
表
明
。「
し
っ
か
り
と
自
分
で
考

え
行
動
で
き
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
た
い
」
な

ど
の
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
長
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

杵
築
速
見
消
防
組
合
新
人
職
員

消
防
学
校
卒
業
を
報
告

消防学校を卒業した職員ら（中央の３名）

自
殺
予
防
週
間
に
あ
わ
せ

暘
谷
駅
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
９
月
11
日
の
早
朝
、
自
殺
予
防
週
間

（
９
月
10
～
16
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
Ｊ

Ｒ
暘
谷
駅
で
役
場
職
員
ら
に
よ
る
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
殺
予
防
週
間
と
は
、
期
間
中
に
お

け
る
啓
発
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
国
民

に
自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
普
及
啓
発
し
、
命
の
大
切
さ

や
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
、
ま
た

危
険
に
気
づ
い
た
と
き
の
対
応
方
法
な

ど
に
つ
い
て
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
全
国
的
な
取
り
組
み
で

す
。

　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
駅
を
利

用
す
る
学
生
や
社
会
人
な
ど
に
声
か
け

を
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
ま
し
た
。

通行人に啓発グッズを手渡す職員ら

　
９
月
22
日
、
暘
谷
駅
周
辺
な
ど
で
、

町
立
藤
原
幼
稚
園
の
園
児
ら
が
交
通
安

全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
秋
の
交
通
安
全
運
動

（
９
月
21
日
～
30
日
）
に
あ
わ
せ
、
大

分
県
交
通
安
全
協
会
日
出
支
部
高
齢
者

部
会
の
主
催
で
、
同
会
、
藤
原
幼
稚
園
、

杵
築
日
出
警
察
署
が
実
施
し
た
も
の
。

　
園
児
ら
は
駅
前
を
通
行
す
る
自
動
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
」「
事
故
に
気
を
付
け
て
ね
」

と
元
気
よ
く
声
か
け
を
し
な
が
ら
、
啓

発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ヒ

カ

リ

ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

で
レ
タ
ー
作
戦
投と
う
か
ん函
式
が
行
わ
れ
、
園

児
ら
は
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
手

紙
を
祖
父
母
な
ど
に
宛
て
て
ポ
ス
ト
に

投
函
し
ま
し
た
。

町
立
藤
原
幼
稚
園
の
園
児
ら

駅
周
辺
で
交
通
安
全
啓
発
活
動ドライバーに啓発グッズを手渡している様子

≪開催期間≫
　10月１日（日）～ 11月 30日（木）

■参加店舗　20店舗
■参加方法
①二の丸館や各参加店舗にあるキャンペーンチラシをまずは入手
②参加店舗でちりめん（しらす）メニューを食べてスタンプを GET ！�
③スタンプを 3個以上集め応募し、ステキな賞品を当てよう！�
■賞品総計　20名様分（ペア宿泊券、特産品セットなど）
■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255
※参加店舗などの詳細は　『ひじナビ』で検索

今年もやります♪

食べよう！日出のおいしい秋ちりめん！

日
出
の
鱧は

も

食く

い
祭
り

　
日
出
町
は
、
県
内
で
も
有
数
の
鱧
の
産
地
。

『
鱧
』
と
い
え
ば
京
都
祇
園
祭
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
『
夏
の
味
覚
』
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

産
卵
を
終
え
た
秋
に
な
る
と
、再
び
脂
が
の
っ

て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
日
出
の
新
美
味
・
鱧
の
お
い

し
さ
を
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

『
日
出
の
鱧
食
い
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

一
日
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
贅ぜ
い

を
尽
く
し

た
鱧
料
理
を
特
別
価
格
で
ご
提
供
し
ま
す
。

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
は

各
参
加
店
舗
へ
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
価
格

　�

４
３
２
０
円
相
当
の
メ
ニ
ュ
ー
を
当
日
に

限
り
、２
０
０
０
円
（
税
込
）
で
ご
提
供
！

　
※
合
計
３
０
０
食
限
定

■
参
加
店
舗
一
覧

　
幸こ
う
き
や

喜
屋
　
☎
72
‐
２
４
２
１

　
能の
ら
く
ろ
や

良
玄
家
　
☎
72
‐
２
０
３
７

　
帯た
て
わ
き刀

の
庄
　
☎
72
‐
６
９
４
４

　
膳
の
え
ぐ
ち
　
☎
72
‐
８
５
５
８

　
日
出
町
的て
き
ざ
ん
そ
う

山
荘
　
☎
72
‐
２
３
２
１

　
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出

　
☎
72
‐
１
８
０
０

11
月
12
日(

日)

開
催

予
約
は
10
月
23
日(

月)

10
時
受
付
開
始

特別メニューの一例
（※店舗により器や盛り付けなどが異なります）

日
出
の
鱧
販
売
促
進
協
議
会
主
催

⑦ 2017.10



▼
10
月
１
日
は
『
土
地
の
日
』

　
10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で

す
。
土
地
施
策
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に

届
出
が
必
要
で
す
。

①
届
出
者
　
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）

②
届
出
の
必
要
な
土
地

○
都
市
計
画
区
域
内
　
５
０
０
０
平
方

　
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外
　
１
万
平
方
㍍
以
上

③
届
出
の
必
要
な
取
引
　
売
買
、
交
換
、

　
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
共
有
持
分

　
の
譲
渡
な
ど

※
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合

　
も
含
み
ま
す
。

④
届
出
書
類
　
届
出
書
、
契
約
書
の
写

　
し
、
位
置
図
、
周
辺
状
況
図
、
形
状

　
図
（
字
図
な
ど
）
を
土
地
の
所
在
す

　
る
市
町
村
国
土
法
担
当
課
（
日
出
町

　
は
政
策
推
進
課
）
へ
提
出

■
届
出
・
問
合
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

☎
73
‐
３
１
１
６

▼�

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　『
美
術
・
芸
術
・
文
化
観
賞
教
室
』

■�

開
催
日
　
11
月
25
日
（
土
）
12
時
～

16
時
（
予
定
）

■�

研
修
先
　
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
～
彫

刻
か
ら
身
体
・
庭
へ
～
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ�

大
分
県
立
美
術
館
）

※
１
時
間
程
度
学
芸
員
の
話
を
聞
き
ま
す
。

■�

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
集
合
後
、

研
修
バ
ス
に
乗
車

■�

受
付
期
間
　
10
月
４
日
（
水
）
～
11

月
８
日
（
水
）

■�

費
用
　
事
務
連
絡
費
・
美
術
館
入
場
料

■
定
員
　
25
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
対
象
　
町
内
在
住
の
方

■
申
込
・
問
合
先
　
中
央
公
民
館

☎
72
‐
８
６
０
８

▼
10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談
週
間

　『
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談
』

　
行
政
相
談
と
は
、
国
や
役
場
の
仕
事

や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ

た
時
に
話
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
身
近

な
相
談
窓
口
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
週
間
　
特
別
相
談
会

○�

日
時
　
10
月
17
日
（
火
）、18
日
（
水
）

※
時
間
は
ど
ち
ら
も
10
時
～
15
時

○
場
所
　
役
場
な
ん
で
も
相
談
室

■
定
例
相
談
会

○�

日
時
　
11
月
７
日
（
火
）
10
時
～
15

時
　
※
毎
月
第
１
火
曜
日
開
催
　

○
場
所
　
役
場
な
ん
で
も
相
談
室

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
啓
発
等
支
援
事
業

　�

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
防
災
学
習
会

■�

日
時
　
10
月
６
日
（
金
）
９
時
30
分

～
12
時
（
予
定
）

■�

場
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
お
よ
び

同
駐
車
場

■
内
容

①�

防
災
学
習
会
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
よ

る
ガ
ス
の
安
全
対
策
、
防
災
担
当
職

員
に
よ
る
講
話
）

②
炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

※�

学
習
会
の
内
容
は
、
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※�

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
　
総
務
課

☎
73
‐
３
１
５
０

▼�

木
造
住
宅
耐
震
診
断
強
化
週
間
の

　
実
施
に
つ
い
て

　
町
が
県
・
建
築
士
事
務
所
協
会
と
協

力
し
て
、
ご
自
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
を

行
い
ま
す
。
簡
易
耐
震
診
断
と
は
、
正

式
な
耐
震
診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

目も
く
だ
い代

憲
夫
氏
が
副
町
長
に
就
任

　
今
宮

れ

い

じ二
氏
が
平
成
29
年
９
月
５
日

付
け
で
副
町
長
を
退
任
し
、
目
代
憲
夫

氏
が
９
月
６
日
付
け
で
新
た
に
副
町
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
33

年
９
月
５
日
ま
で
で
す
。

■
略
歴

　�

昭
和
45
年
、
日
出
町
役
場
に
入
庁
後
、

下
水
道
課
長
、
都
市
計
画
課
長
、
税

務
課
長
、
総
務
課
長
を
歴
任
し
、
平

成
19
年
３
月
に
日
出
町
役
場
を
退
職
。

平
成
23
年
11
月
か
ら
杵
築
国
東
地
区

保
護
司
会
日
出
分
区
長
。

住
宅
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
地
震
に

対
す
る
強
さ
や
弱
さ
が
あ
る
の
か
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
化
の
助
言
も

行
え
ま
す
。
簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
が

悪
い
場
合
、
正
式
な
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■�

対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅

（
店
舗
な
ど
併
用
住
宅
で
、
住
宅
部

分
の
面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の

を
含
む
）

■
相
談
で
き
る
内
容

　�

住
宅
の
耐
震
性
能
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に

関
す
る
悩
み
や
不
安
全
般

※�

た
だ
し
、
１
～
２
時
間
程
度
の
現
地

調
査
で
お
答
え
で
き
る
範
囲
に
限
り

ま
す
。

■
実
施
期
間

　
10
月
30
日
（
月
）
～
11
月
２
日
（
木
）

※�

詳
細
な
日
時
に
つ
い
て
は
、
ご
希

望
を
お
伺
い
し
た
う
え
で
確
定
し
ま

す
。

■
費
用

　
１
０
０
０
円
（
建
築
士
へ
直
接
支
払
）

■
募
集
戸
数
　
　
５
戸
程
度

■
申
込
・
問
合
先

　
都
市
建
設
課
　
建
築
係

☎
73
‐
３
１
７
２

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
10
月
20
日
（
金
）
17
時
ま
で

■
そ
の
他

　�

簡
易
耐
震
診
断
は
、
町
職
員
な
ど
も

ご
自
宅
に
伺
い
、
１
～
２
時
間
程
度

で
行
い
ま
す
。
ご
自
宅
の
図
面
が
あ

る
場
合
は
、
当
日
ご
用
意
い
た
だ
け

る
と
短
時
間
で
実
施
で
き
ま
す
。

▼
米
の
生
産
に
関
す
る
国
の
施
策
が

　
見
直
さ
れ
ま
す

　
平
成
30
年
産
以
降
の
米
生
産
に
関
す

る
国
の
施
策
が
大
き
く
見
直
さ
れ
ま

す
。
施
策
の
主
な
変
更
点
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

■
変
更
点
①

　�

国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配

分
が
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
（
た
だ

し
、
需
要
量
に
見
合
っ
た
米
の
生
産

を
引
き
続
き
推
進
す
る
た
め
、
国
が

示
す
需
給
情
報
を
参
考
に
、
目
標
値

（
目
安
）
を
通
知
す
る
予
定
で
す
）。

■
変
更
点
②

　�

生
産
数
量
目
標
に
沿
っ
て
生
産
し

た
方
に
対
す
る
『
米
の
直
接
支
払
交

付
金
（
10
㌃
あ
た
り
７
５
０
０
円
）』

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
日
出
町
農
業
再
生
協
議
会

（
農
林
水
産
課
内
）

☎
73
‐
３
１
２
７

※�

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　『
付
加
年
金
制
度
』
の
ご
案
内

　
少
し
で
も
年
金
を
増
や
し
た
い
と

い
う
方
に
お
す
す
め
で
す
。
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加

入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
（
月
額

１
万
６
４
９
０
円
）に
付
加
保
険
料（
月

額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
上
乗
せ
さ
れ
る
年

金
額
は
、
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
。
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ
せ
て

受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。
納
付

は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

▼�

『
国
東
宇
佐
六
郷
満
山
展
～
神
と
仏

と
鬼
の
郷
～
』（
九
州
国
立
博
物
館
）

　
平
成
30
年
に
六ろ
く
ご
う
ま
ん
ざ
ん

郷
満
山
開
山

１
３
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し

て
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
）
に

お
い
て
『
国
東
宇
佐
六
郷
満
山
展
～
神

と
仏
と
鬼
の
郷
～
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
出
町
か
ら
の
展
示
品
も
あ
り
ま

す
。

■�

開
催
期
間
　
現
在
開
催
中

　
11
月
５
日
（
日
）
ま
で

※�

開
館
時
間
、
観
覧
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
日
出
町
か
ら
の
展
示
品

　�

薬
師
如
来
坐
像
お
よ
び
日
光
・
月
光

菩
薩
立
像
（
願
成
就
寺
）、
蔵
王
権

立
像
残
欠
（
法
花
寺
区
）、
蔵
王
権

現
立
像
（
亀
峯
神
社
）

■
問
合
先
　
九
州
国
立
博
物
館

☎
０
５
０
‐
５
５
４
２
‐
８
６
０
０

（
※
案
内
時
間
　
８
時
～
22
時
）

■電話での問合先　商工観光課　☎ 73-3158
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▼
10
月
１
日
は
『
土
地
の
日
』

　
10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で

す
。
土
地
施
策
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に

届
出
が
必
要
で
す
。

①
届
出
者
　
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）

②
届
出
の
必
要
な
土
地

○
都
市
計
画
区
域
内
　
５
０
０
０
平
方

　
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外
　
１
万
平
方
㍍
以
上

③
届
出
の
必
要
な
取
引
　
売
買
、
交
換
、

　
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
共
有
持
分

　
の
譲
渡
な
ど

※
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合

　
も
含
み
ま
す
。

④
届
出
書
類
　
届
出
書
、
契
約
書
の
写

　
し
、
位
置
図
、
周
辺
状
況
図
、
形
状

　
図
（
字
図
な
ど
）
を
土
地
の
所
在
す

　
る
市
町
村
国
土
法
担
当
課
（
日
出
町

　
は
政
策
推
進
課
）
へ
提
出

■
届
出
・
問
合
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

☎
73
‐
３
１
１
６

▼�

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　『
美
術
・
芸
術
・
文
化
観
賞
教
室
』

■�

開
催
日
　
11
月
25
日
（
土
）
12
時
～

16
時
（
予
定
）

■�

研
修
先
　
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
～
彫

刻
か
ら
身
体
・
庭
へ
～
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ�

大
分
県
立
美
術
館
）

※
１
時
間
程
度
学
芸
員
の
話
を
聞
き
ま
す
。

■�

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
集
合
後
、

研
修
バ
ス
に
乗
車

■�

受
付
期
間
　
10
月
４
日
（
水
）
～
11

月
８
日
（
水
）

■�

費
用
　
事
務
連
絡
費
・
美
術
館
入
場
料

■
定
員
　
25
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
対
象
　
町
内
在
住
の
方

■
申
込
・
問
合
先
　
中
央
公
民
館

☎
72
‐
８
６
０
８

▼
10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談
週
間

　『
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談
』

　
行
政
相
談
と
は
、
国
や
役
場
の
仕
事

や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ

た
時
に
話
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
身
近

な
相
談
窓
口
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
週
間
　
特
別
相
談
会

○�

日
時
　
10
月
17
日
（
火
）、18
日
（
水
）

※
時
間
は
ど
ち
ら
も
10
時
～
15
時

○
場
所
　
役
場
な
ん
で
も
相
談
室

■
定
例
相
談
会

○�

日
時
　
11
月
７
日
（
火
）
10
時
～
15

時
　
※
毎
月
第
１
火
曜
日
開
催
　

○
場
所
　
役
場
な
ん
で
も
相
談
室

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
啓
発
等
支
援
事
業

　�

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
防
災
学
習
会

■�

日
時
　
10
月
６
日
（
金
）
９
時
30
分

～
12
時
（
予
定
）

■�

場
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
お
よ
び

同
駐
車
場

■
内
容

①�

防
災
学
習
会
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
よ

る
ガ
ス
の
安
全
対
策
、
防
災
担
当
職

員
に
よ
る
講
話
）

②
炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

※�

学
習
会
の
内
容
は
、
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※�

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
　
総
務
課

☎
73
‐
３
１
５
０

▼�

木
造
住
宅
耐
震
診
断
強
化
週
間
の

　
実
施
に
つ
い
て

　
町
が
県
・
建
築
士
事
務
所
協
会
と
協

力
し
て
、
ご
自
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
を

行
い
ま
す
。
簡
易
耐
震
診
断
と
は
、
正

式
な
耐
震
診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

目も
く
だ
い代

憲
夫
氏
が
副
町
長
に
就
任

　
今
宮

れ

い

じ二
氏
が
平
成
29
年
９
月
５
日

付
け
で
副
町
長
を
退
任
し
、
目
代
憲
夫

氏
が
９
月
６
日
付
け
で
新
た
に
副
町
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
33

年
９
月
５
日
ま
で
で
す
。

■
略
歴

　�

昭
和
45
年
、
日
出
町
役
場
に
入
庁
後
、

下
水
道
課
長
、
都
市
計
画
課
長
、
税

務
課
長
、
総
務
課
長
を
歴
任
し
、
平

成
19
年
３
月
に
日
出
町
役
場
を
退
職
。

平
成
23
年
11
月
か
ら
杵
築
国
東
地
区

保
護
司
会
日
出
分
区
長
。

住
宅
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
地
震
に

対
す
る
強
さ
や
弱
さ
が
あ
る
の
か
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
化
の
助
言
も

行
え
ま
す
。
簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
が

悪
い
場
合
、
正
式
な
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■�

対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅

（
店
舗
な
ど
併
用
住
宅
で
、
住
宅
部

分
の
面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の

を
含
む
）

■
相
談
で
き
る
内
容

　�

住
宅
の
耐
震
性
能
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に

関
す
る
悩
み
や
不
安
全
般

※�

た
だ
し
、
１
～
２
時
間
程
度
の
現
地

調
査
で
お
答
え
で
き
る
範
囲
に
限
り

ま
す
。

■
実
施
期
間

　
10
月
30
日
（
月
）
～
11
月
２
日
（
木
）

※�

詳
細
な
日
時
に
つ
い
て
は
、
ご
希

望
を
お
伺
い
し
た
う
え
で
確
定
し
ま

す
。

■
費
用

　
１
０
０
０
円
（
建
築
士
へ
直
接
支
払
）

■
募
集
戸
数
　
　
５
戸
程
度

■
申
込
・
問
合
先

　
都
市
建
設
課
　
建
築
係

☎
73
‐
３
１
７
２

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
10
月
20
日
（
金
）
17
時
ま
で

■
そ
の
他

　�

簡
易
耐
震
診
断
は
、
町
職
員
な
ど
も

ご
自
宅
に
伺
い
、
１
～
２
時
間
程
度

で
行
い
ま
す
。
ご
自
宅
の
図
面
が
あ

る
場
合
は
、
当
日
ご
用
意
い
た
だ
け

る
と
短
時
間
で
実
施
で
き
ま
す
。

▼
米
の
生
産
に
関
す
る
国
の
施
策
が

　
見
直
さ
れ
ま
す

　
平
成
30
年
産
以
降
の
米
生
産
に
関
す

る
国
の
施
策
が
大
き
く
見
直
さ
れ
ま

す
。
施
策
の
主
な
変
更
点
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

■
変
更
点
①

　�

国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配

分
が
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
（
た
だ

し
、
需
要
量
に
見
合
っ
た
米
の
生
産

を
引
き
続
き
推
進
す
る
た
め
、
国
が

示
す
需
給
情
報
を
参
考
に
、
目
標
値

（
目
安
）
を
通
知
す
る
予
定
で
す
）。

■
変
更
点
②

　�

生
産
数
量
目
標
に
沿
っ
て
生
産
し

た
方
に
対
す
る
『
米
の
直
接
支
払
交

付
金
（
10
㌃
あ
た
り
７
５
０
０
円
）』

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
日
出
町
農
業
再
生
協
議
会

（
農
林
水
産
課
内
）

☎
73
‐
３
１
２
７

※�

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　『
付
加
年
金
制
度
』
の
ご
案
内

　
少
し
で
も
年
金
を
増
や
し
た
い
と

い
う
方
に
お
す
す
め
で
す
。
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加

入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
（
月
額

１
万
６
４
９
０
円
）に
付
加
保
険
料（
月

額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
上
乗
せ
さ
れ
る
年

金
額
は
、
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
。
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ
せ
て

受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。
納
付

は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
先
　
住
民
課
年
金
係

☎
73
‐
３
１
２
２

▼�

『
国
東
宇
佐
六
郷
満
山
展
～
神
と
仏

と
鬼
の
郷
～
』（
九
州
国
立
博
物
館
）

　
平
成
30
年
に
六ろ
く
ご
う
ま
ん
ざ
ん

郷
満
山
開
山

１
３
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し

て
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
）
に

お
い
て
『
国
東
宇
佐
六
郷
満
山
展
～
神

と
仏
と
鬼
の
郷
～
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
出
町
か
ら
の
展
示
品
も
あ
り
ま

す
。

■�

開
催
期
間
　
現
在
開
催
中

　
11
月
５
日
（
日
）
ま
で

※�

開
館
時
間
、
観
覧
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
日
出
町
か
ら
の
展
示
品

　�

薬
師
如
来
坐
像
お
よ
び
日
光
・
月
光

菩
薩
立
像
（
願
成
就
寺
）、
蔵
王
権

立
像
残
欠
（
法
花
寺
区
）、
蔵
王
権

現
立
像
（
亀
峯
神
社
）

■
問
合
先
　
九
州
国
立
博
物
館

☎
０
５
０
‐
５
５
４
２
‐
８
６
０
０

（
※
案
内
時
間
　
８
時
～
22
時
）

■電話での問合先　商工観光課　☎ 73-3158
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創業スクール in 日出町
　『現在のお仕事の経験を活かして独立開業をしたい』『自分のアイデ
アを形にして起業したい』など、夢や想いを実現したい方々に、創業
に役立つスクールを開催します。なお、このスクールは日出町の『特
定創業支援事業』の対象となりますので、奮ってご参加ください！

■申込・問合先　
　日出町商工会
　☎ 72-2232　FAX 72-1667
　MAIL info@hiji.oita-shokokai.or.jp
　（〒 879-1506　日出町 2612-2）

■対象者 創業をめざす方や創業に関心のある方、創業して間もない方（概ね１年未満）
　　　　　　　　※４日間を通して参加が可能な方
■申込方法  商工会へお申し込みください。参加申込書は、商工会および商工観光課で配布

しています。
■定員  10 名（先着順）
■申込期限 10 月 31 日（火）

第１回【人材育成】
※創業体験談

11 月５日（日）10 時～ 12 時
『これを知らずに起業はするな！起業における３つの心得』

　Climb  Support　代表　濱田　真輝　氏

第２回【経営】
11 月 12 日（日）10 時～ 12 時

『売れる商品・サービスづくりの考え方』
　（株）ビズ・ナビ＆カンパニー　シニア・コンサルタント　原　秀治　氏

第３回【販路開拓】
12 月 10 日（日）10 時～ 12 時

『簡単！クラウドファンディングを活用した販路展開』
　（株）ビズ・ナビ＆カンパニー　シニア・コンサルタント　原　秀治　氏

第４回【財務】

12 月 17 日（日）10 時～ 12 時
第 1 部 『財務諸表の基本』
　大分みらい信用金庫 企業サポート部　部長　手島　繁　氏
第 2 部 『事業計画書の書き方と創業時の税金・会計知識』
　税理士 ･ 司法書士　エミタス総合事務所　代表　税理士　下

しもむかい

向　祥悟　氏

≪創業スクール�カリキュラム（会場はすべて日出町商工会館２階）≫

※受講料は無料です。

▼
藤
田
洋
三
と
歩
く

　『
世
間
遺
産
』
２
ｎ
ｄ
参
加
者
募
集

　
別
府
市
在
住
の
写
真
家
・
藤
田
洋
三

氏
を
招
い
て
世
間
遺
産
を
探
す
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
第
２
回
目
の
開
催
で
す
。

何
気
な
い
見
慣
れ
た
風
景
が
、
藤
田
氏

の
マ
ジ
ッ
ク
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
風
景
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
素
敵
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
当
日
撮
影
し
た

写
真
の
中
か
ら
後
日
、
金
・
銀
・
銅
賞

が
選
ば
れ
、受
賞
作
品
は
『
海
べ
の
道
・

世
間
遺
産
展
』
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

世
間
遺
産
と
は
、
藤
田
氏
が
提
唱
す

る
『
人
々
に
見
向
き
も
さ
れ
な
い
け

れ
ど
、
実
は
味
わ
い
深
い
身
近
な
物

や
風
景
の
こ
と
』
で
す
。

■�

日
時
　
10
月
21
日
（
土
）　
10
時
～

12
時
30
分

■�

集
合
場
所
　
大
神
漁
港
駐
車
場
（
そ

の
後
、
写
真
を
撮
り
な
が
ら
大
神
界

隈
を
散
策
し
ま
す
）

■�

募
集
人
数
　
先
着
25
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
持
ち
物
　
カ
メ
ラ
な
ど

■
応
募
締
切
　
10
月
14
日
（
土
）

■�

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

『
日
出
コ
ー
ス
希
望
』
と
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

※�

そ
の
他
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
政

策
推
進
課
（
役
場
新
館
２
階
）
に
て

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先

　�

日
本
風
景
街
道
　
別
府
湾
岸
・
国
東

半
島
海
べ
の
道
推
進
協
議
会

FAX
０
９
７
‐
５
３
８
‐
３
４
５
６

E-m
ail

：pln-e10@
oita-press.co.jp

▼
緑
の
募
金
の
報
告
と
お
礼

　
日
頃
か
ら
、
緑
の
募
金
運
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
の
緑
の
募
金
（
家
庭
募

金
）
は
４
月
25
日
か
ら
６
月
20
日
の

ま
で
の
期
間
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

も
と
に
実
施
さ
れ
、
日
出
町
で
は
、

１
３
１
万
７
５
０
０
円
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
共
施
設
の
緑
化
、
町
内
小
学

校
の
木
工
教
室
、
ひ
じ
産
業
文
化
ま
つ

り
の
緑
化
用
苗
木
の
配
布
な
ど
、
緑
化

推
進
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
緑
の
募
金
運
動
へ
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７

2017
ひじ産業文化まつり

■日程
　11月３日（金・祝）９時 30分～ 16 時
　11 月４日（土）９時 30分～ 15 時
■会場　中央公民館、中央体育館

11月４日（土）

　　ひじ産業文化まつり

■記念講演会
　11 時～ 12 時 30 分
　（開場 10 時 40 分頃）
　【講師】
　女優・冒険家

　和泉��雅子��氏
　【演題】
　　『北極点が教えてくれた地球環境』
　【講師プロフィール】
　�　子役として活躍し、1961 年に日活に入社。以降、

青春映画に多数出演し、吉永小百合・松原智恵子と「日
活三人娘」として絶大な人気を誇った。

　 　1983 年、テレビ番組のレポーターとして訪れた南
極の魅力に惹かれ、冒険家としての活動も開始。

　　1985 年に北極点踏破を初挑戦するも失敗。
　 　その 4 年後の 1989 年に再度北極点を目指す旅に出

発し、日本人女性として初の北極点到達の偉業を成し
遂げた。女性としての北極点到達は、世界で 2 人目だが、
徒歩による到達は初。

　 　現在は、ユニークなキャラクターを生かしてバラエ
ティー番組にも出演している。

■芸能大会（中央公民館ホール）　10 時～

■�農協の豚汁（地元産物、日出ポーク豚肉入り）配布
　（中央公民館駐車場）　11 時～　※無料、先着 500 食

■世界農業遺産限定販売（中央公民館前）　12 時 30 分～

　限定 100 セットを販売

■苗木配布（第 1 駐車場）　13 時 30 分～

【問合先】　農林水産課　☎ 73-3127　／　生涯学習課　☎ 73-3156

駐車場には限りがありますので、お乗り合わせや
公共交通機関にてご来場ください。近隣の商業施
設への迷惑駐車はくれぐれもご遠慮ください。

■瀧廉太郎記念音楽会
　13 時 30 分～ 15 時 30 分（開場 13 時）

■女声合唱　日出暘谷フラウエンコール

■みんなで瀧廉太郎の歌を歌おう

　～会場の皆さまと日出暘谷フラウエンコール～

■ピアノ独奏　福田あかりさん（豊岡小学校４年生）

　第 44 回県音楽コンクールピアノの部

　小学生３・４年生の部　第１位　

■ソプラノ独唱

　首藤　玲奈　氏（二期会会員）
　東京芸術大学音楽部声楽科卒

　東京芸術大学修士課程独唱科卒　　

　第 14 回宮日音楽コンクール最優秀賞グランプリ受賞

　第 78 回日本音楽コンクール声楽部門（オペラ・アリア）第２位

　■ピアノ独奏

　伊藤　伸　氏（ピアニスト）
　桐朋学園音楽学部演奏学科　

　第 78 回日本音楽コンクールピアノ部門第１位

　（あわせて野村賞・三宅賞・井口賞・河合賞・岩谷賞受賞）

11 月３日（金・祝）

■テープカット・まつり式典（中央公民館）　9 時 30 分～

■もちまき（中央公民館前）　10 時 20 分頃～

　地元女性団体がおもちを作ります

■海鮮アラ汁（日出のハモ入り）配布
　（中央公民館駐車場）　11 時～　※無料、先着 500 食

■親子木工教室（第 1 駐車場）　13 時～

※無料、先着 20 組

両日開催：11月３日（金・祝）、４日（土）

■美術作品展（中央体育館）　9 時 30 分～

　書道・絵画・陶芸・工芸・園芸などの作品を展示

■ふるさとレストラン（第２駐車場）　9 時 30 分～

　地元女性団体が調理した『ふるさとの味』を堪能

■飲食販売コーナー（第２駐車場）　9 時 30 分～

　町内団体・事業者による飲食物などの販売

■お楽しみ抽選会（第１駐車場）　10 時 30 分～

　会場内でお買い物をすると参加できます

■菊花展（中央公民館前）　９時 30 分～

■茶席（中央公民館中庭）　10 時～

11 月３日（金・祝）　　会場：中央公民館ホール
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創業スクール in 日出町
　『現在のお仕事の経験を活かして独立開業をしたい』『自分のアイデ
アを形にして起業したい』など、夢や想いを実現したい方々に、創業
に役立つスクールを開催します。なお、このスクールは日出町の『特
定創業支援事業』の対象となりますので、奮ってご参加ください！

■申込・問合先　
　日出町商工会
　☎ 72-2232　FAX 72-1667
　MAIL info@hiji.oita-shokokai.or.jp
　（〒 879-1506　日出町 2612-2）

■対象者 創業をめざす方や創業に関心のある方、創業して間もない方（概ね１年未満）
　　　　　　　　※４日間を通して参加が可能な方
■申込方法  商工会へお申し込みください。参加申込書は、商工会および商工観光課で配布

しています。
■定員  10 名（先着順）
■申込期限 10 月 31 日（火）

第１回【人材育成】
※創業体験談

11 月５日（日）10 時～ 12 時
『これを知らずに起業はするな！起業における３つの心得』

　Climb  Support　代表　濱田　真輝　氏

第２回【経営】
11 月 12 日（日）10 時～ 12 時

『売れる商品・サービスづくりの考え方』
　（株）ビズ・ナビ＆カンパニー　シニア・コンサルタント　原　秀治　氏

第３回【販路開拓】
12 月 10 日（日）10 時～ 12 時

『簡単！クラウドファンディングを活用した販路展開』
　（株）ビズ・ナビ＆カンパニー　シニア・コンサルタント　原　秀治　氏

第４回【財務】

12 月 17 日（日）10 時～ 12 時
第 1 部 『財務諸表の基本』
　大分みらい信用金庫 企業サポート部　部長　手島　繁　氏
第 2 部 『事業計画書の書き方と創業時の税金・会計知識』
　税理士 ･ 司法書士　エミタス総合事務所　代表　税理士　下

しもむかい

向　祥悟　氏

≪創業スクール�カリキュラム（会場はすべて日出町商工会館２階）≫

※受講料は無料です。
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ひじ産業文化まつり

■日程
　11月３日（金・祝）９時 30分～ 16 時
　11 月４日（土）９時 30分～ 15 時
■会場　中央公民館、中央体育館

11月４日（土）

　　ひじ産業文化まつり

■記念講演会
　11 時～ 12 時 30 分
　（開場 10 時 40 分頃）
　【講師】
　女優・冒険家

　和泉��雅子��氏
　【演題】
　　『北極点が教えてくれた地球環境』
　【講師プロフィール】
　�　子役として活躍し、1961 年に日活に入社。以降、

青春映画に多数出演し、吉永小百合・松原智恵子と「日
活三人娘」として絶大な人気を誇った。

　 　1983 年、テレビ番組のレポーターとして訪れた南
極の魅力に惹かれ、冒険家としての活動も開始。

　　1985 年に北極点踏破を初挑戦するも失敗。
　 　その 4 年後の 1989 年に再度北極点を目指す旅に出

発し、日本人女性として初の北極点到達の偉業を成し
遂げた。女性としての北極点到達は、世界で 2 人目だが、
徒歩による到達は初。

　 　現在は、ユニークなキャラクターを生かしてバラエ
ティー番組にも出演している。

■芸能大会（中央公民館ホール）　10 時～

■�農協の豚汁（地元産物、日出ポーク豚肉入り）配布
　（中央公民館駐車場）　11 時～　※無料、先着 500 食

■世界農業遺産限定販売（中央公民館前）　12 時 30 分～

　限定 100 セットを販売

■苗木配布（第 1 駐車場）　13 時 30 分～

【問合先】　農林水産課　☎ 73-3127　／　生涯学習課　☎ 73-3156

駐車場には限りがありますので、お乗り合わせや
公共交通機関にてご来場ください。近隣の商業施
設への迷惑駐車はくれぐれもご遠慮ください。

■瀧廉太郎記念音楽会
　13 時 30 分～ 15 時 30 分（開場 13 時）

■女声合唱　日出暘谷フラウエンコール

■みんなで瀧廉太郎の歌を歌おう

　～会場の皆さまと日出暘谷フラウエンコール～

■ピアノ独奏　福田あかりさん（豊岡小学校４年生）

　第 44 回県音楽コンクールピアノの部

　小学生３・４年生の部　第１位　

■ソプラノ独唱

　首藤　玲奈　氏（二期会会員）
　東京芸術大学音楽部声楽科卒

　東京芸術大学修士課程独唱科卒　　

　第 14 回宮日音楽コンクール最優秀賞グランプリ受賞

　第 78 回日本音楽コンクール声楽部門（オペラ・アリア）第２位

　■ピアノ独奏

　伊藤　伸　氏（ピアニスト）
　桐朋学園音楽学部演奏学科　

　第 78 回日本音楽コンクールピアノ部門第１位

　（あわせて野村賞・三宅賞・井口賞・河合賞・岩谷賞受賞）

11 月３日（金・祝）

■テープカット・まつり式典（中央公民館）　9 時 30 分～

■もちまき（中央公民館前）　10 時 20 分頃～

　地元女性団体がおもちを作ります

■海鮮アラ汁（日出のハモ入り）配布
　（中央公民館駐車場）　11 時～　※無料、先着 500 食

■親子木工教室（第 1 駐車場）　13 時～

※無料、先着 20 組

両日開催：11月３日（金・祝）、４日（土）

■美術作品展（中央体育館）　9 時 30 分～

　書道・絵画・陶芸・工芸・園芸などの作品を展示

■ふるさとレストラン（第２駐車場）　9 時 30 分～

　地元女性団体が調理した『ふるさとの味』を堪能

■飲食販売コーナー（第２駐車場）　9 時 30 分～

　町内団体・事業者による飲食物などの販売

■お楽しみ抽選会（第１駐車場）　10 時 30 分～

　会場内でお買い物をすると参加できます

■菊花展（中央公民館前）　９時 30 分～

■茶席（中央公民館中庭）　10 時～

11 月３日（金・祝）　　会場：中央公民館ホール
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H28.4.1 現在職員数 退職者 採用者等 H29.4.1 現在職員数
209 人 7 人 10 人 212 人

職　員　数
平成 28 年 平成 29 年 差引

一
般
行
政

議　会 3 3 0
総　務 50 50 0
税　務 16 16 0

農林水産 15 15 0
商　工 7 7 0
土　木 18 17 △ 1
民　生 24 26 2
衛　生 9 9 0
小　計 142 143 1

教　 育 34 35 1
普通会計計 176 178 2

公
営
企
業
等

水　道 10 10 0
下　水 5 5 0
国　保 6 8 2
介　護 10 9 △ 1
その他 2 2 0
小　計 33 34 1

合　　　計 209 212 3
[247] [247]

総付与
日数

総取得
日数

対象
職員数

平均取得
日数 取得率

6,016 日 1,287.4 日 152 人 8.5 日 21.4%

区分 住民基本台帳人口
（平成 28 年度末） 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費率

(B/A)
（参考）27 年度

人件費率
28 年度 28,524 人 9,740,487 千円 172,844 千円 1,848,932 千円 19.0％ 18.2％ 

区分 職員数 (A) 給与費 一人当たり
給与費 (B/A)給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 (B)

29 年度 188 人 782,747 千円 261,976 千円 310,813 千円 1,355,536 千円 7,210 千円 

人事行政の運営等の状況
１．職員の任免および職員数に関する状況

２．職員の勤務条件等の状況

４．職員の給与の状況

３．職員の分限および懲戒処分の状況

（1）職員の採用と退職の状況（平成 28 年４月２日～平成 29 年 4 月 1 日）

年次有給休暇の取得状況
（平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）

（1）総括

②職員給与費の状況（一般会計予算）

（2）部門別職員数の状況　
　　　　　　（各年 4 月 1 日現在　単位：人）

＊町長部局の一般職員を対象として集計したものです。

＊職員数は一般職に属する職員。[　] 内は条
　例定数の合計です。

＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊給与費は当初予算に計上された額です。

分限処分　(*1)
降任 免職 休職 降給 計
０人 ０人 5 人 0 人 5 人

＊ 1　 分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員にな
される処分であり、心身の故障によるものや、職
に必要な適格性を欠く場合の処分です。

＊ 2　 懲戒処分とは、制裁的処分であり、職員の義務違
反に対するものや、全体の奉仕者にふさわしくな
い非行のあった場合の処分です。

（平成 28 年度）

部門
区分

懲戒処分　(*2)
戒告 減給 停職 免職 計
0 人 0 人 0 人 ０人 0 人

一般行政職
平均年齢 平均給料月額
42.8 歳 324,739 円

区　　　分 初任給

一般行政職 大学卒 182,028 (184,800) 円
高校卒 148,243 (150,500) 円

（2）職員の平均給料月額、初任給等の状況

＊ (    ) 内の金額から 1.5％の減額措置をしています。

①人件費の状況（一般会計決算）

②職員の初任給の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）①職員の平均年齢、平均給料月額の状況
（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区　　　         分 経験年数 5 ～ 10 年 経験年数 10 ～ 15 年 経験年数 15 ～ 20 年

一般行政職 大学卒 244,845 円 278,364 円 338,638 円
高校卒 208,032 円 246,743 円 ※対象者なし

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容
主事、
技師

主事、
技師 主任 主査、副主

幹、係長
主幹、課
長補佐等 課長等 課長等

職員数 16 人 11 人 27 人 55 人 24 人 15 人 8 人 156 人 
構成比 10.3％ 7.1％ 17.3％ 35.3 ％ 15.4％ 9.6％ 5.1％ 100.0％ 

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等
給
料

町 長 　779,950 (821,000) 円 ＊ (   　) 内の金額から、町長 5％、副町長 4％の
　減額措置をしています。副 町 長 　627,840 (654,000) 円

報
酬

議 長 　388,000 円
副 議 長 　331,000 円 
議 員 　322,000 円 

期
末
手
当

町 長 　3.25 月分　　　　　　　　　（28 年度支給割合）
副 町 長 　3.25 月分
議 長 　3.25 月分　　　　　　　　　（28 年度支給割合）　　　　
副 議 長 　3.25 月分
議 員 　3.25 月分

種別 研修名 内容 参加人数

外部派遣

研 修

階 層 別 研 修 新採用職員研修、新任研修（係長級・課長補佐・課長）等 36 人
行 政 実 務 研 修 契約事務研修、財務実務研修、税務関係研修等 31 人

職務能力向上研修 コーチング研修、自己管理・タイムマネジメント研修等 45 人

指 導 者 養 成 研 修 接遇研修講師養成研修 1 人
派 遣 研 修 自治大学校（政策専門課程） 1 人
そ の 他 女性職員交流セミナー 1 人

独自研修
階 層 別 研 修 新採用職員研修、トップマネジメントセミナー（管理職）等 240 人
人 権 等 研 修 人権研修 243 人
そ の 他 行政不服審査法実務講座、地方公会計制度等 4 人

支援研修 通 信 講 座 大分県自治人材育成センターの指定した講座から選択 1 人
合　　　　　　　　　　　計 603 人

支給率 自己都合 応募認定・定年
勤続 20 年           20.445 月分         25.55625 月分
勤続 25 年           29.145 月分         34.5825   月分
勤続 35 年           41.325 月分         49.59       月分
最高限度額           49.59   月分         49.59       月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 2％～ 45％加算

平成 28 年度支給割合
期末手当 2.60 月分
勤勉手当 1.70 月分

（3）特別職の報酬等の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

（4）職員の手当の状況

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

④一般行政職の級別職員数の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

５．職員の研修の状況

＊ 平成 29 年 4 月 1 日現在、給料月額について 1 ～ 3 級は 1.5％、4 ～ 7 級は 3.5％の減額措置をしています。

＊日出町『職員の給与に関する条例』に基づく給料表の級区分による職員数です。
＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
＊端数処理のため、構成比が 100% にならない場合があります。

（平成 28 年度実績）

②退職手当（平成 29 年 4 月 1 日）①期末手当・勤勉手当
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H28.4.1 現在職員数 退職者 採用者等 H29.4.1 現在職員数
209 人 7 人 10 人 212 人

職　員　数
平成 28 年 平成 29 年 差引

一
般
行
政

議　会 3 3 0
総　務 50 50 0
税　務 16 16 0

農林水産 15 15 0
商　工 7 7 0
土　木 18 17 △ 1
民　生 24 26 2
衛　生 9 9 0
小　計 142 143 1

教　 育 34 35 1
普通会計計 176 178 2

公
営
企
業
等

水　道 10 10 0
下　水 5 5 0
国　保 6 8 2
介　護 10 9 △ 1
その他 2 2 0
小　計 33 34 1

合　　　計 209 212 3
[247] [247]

総付与
日数

総取得
日数

対象
職員数

平均取得
日数 取得率

6,016 日 1,287.4 日 152 人 8.5 日 21.4%

区分 住民基本台帳人口
（平成 28 年度末） 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費率

(B/A)
（参考）27 年度

人件費率
28 年度 28,524 人 9,740,487 千円 172,844 千円 1,848,932 千円 19.0％ 18.2％ 

区分 職員数 (A) 給与費 一人当たり
給与費 (B/A)給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 (B)

29 年度 188 人 782,747 千円 261,976 千円 310,813 千円 1,355,536 千円 7,210 千円 

人事行政の運営等の状況
１．職員の任免および職員数に関する状況

２．職員の勤務条件等の状況

４．職員の給与の状況

３．職員の分限および懲戒処分の状況

（1）職員の採用と退職の状況（平成 28 年４月２日～平成 29 年 4 月 1 日）

年次有給休暇の取得状況
（平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）

（1）総括

②職員給与費の状況（一般会計予算）

（2）部門別職員数の状況　
　　　　　　（各年 4 月 1 日現在　単位：人）

＊町長部局の一般職員を対象として集計したものです。

＊職員数は一般職に属する職員。[　] 内は条
　例定数の合計です。

＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊給与費は当初予算に計上された額です。

分限処分　(*1)
降任 免職 休職 降給 計
０人 ０人 5 人 0 人 5 人

＊ 1　 分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員にな
される処分であり、心身の故障によるものや、職
に必要な適格性を欠く場合の処分です。

＊ 2　 懲戒処分とは、制裁的処分であり、職員の義務違
反に対するものや、全体の奉仕者にふさわしくな
い非行のあった場合の処分です。

（平成 28 年度）

部門
区分

懲戒処分　(*2)
戒告 減給 停職 免職 計
0 人 0 人 0 人 ０人 0 人

一般行政職
平均年齢 平均給料月額
42.8 歳 324,739 円

区　　　分 初任給

一般行政職 大学卒 182,028 (184,800) 円
高校卒 148,243 (150,500) 円

（2）職員の平均給料月額、初任給等の状況

＊ (    ) 内の金額から 1.5％の減額措置をしています。

①人件費の状況（一般会計決算）

②職員の初任給の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）①職員の平均年齢、平均給料月額の状況
（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区　　　         分 経験年数 5 ～ 10 年 経験年数 10 ～ 15 年 経験年数 15 ～ 20 年

一般行政職 大学卒 244,845 円 278,364 円 338,638 円
高校卒 208,032 円 246,743 円 ※対象者なし

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容
主事、
技師

主事、
技師 主任 主査、副主

幹、係長
主幹、課
長補佐等 課長等 課長等

職員数 16 人 11 人 27 人 55 人 24 人 15 人 8 人 156 人 
構成比 10.3％ 7.1％ 17.3％ 35.3 ％ 15.4％ 9.6％ 5.1％ 100.0％ 

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等
給
料

町 長 　779,950 (821,000) 円 ＊ (   　) 内の金額から、町長 5％、副町長 4％の
　減額措置をしています。副 町 長 　627,840 (654,000) 円

報
酬

議 長 　388,000 円
副 議 長 　331,000 円 
議 員 　322,000 円 

期
末
手
当

町 長 　3.25 月分　　　　　　　　　（28 年度支給割合）
副 町 長 　3.25 月分
議 長 　3.25 月分　　　　　　　　　（28 年度支給割合）　　　　
副 議 長 　3.25 月分
議 員 　3.25 月分

種別 研修名 内容 参加人数

外部派遣

研 修

階 層 別 研 修 新採用職員研修、新任研修（係長級・課長補佐・課長）等 36 人
行 政 実 務 研 修 契約事務研修、財務実務研修、税務関係研修等 31 人

職務能力向上研修 コーチング研修、自己管理・タイムマネジメント研修等 45 人

指 導 者 養 成 研 修 接遇研修講師養成研修 1 人
派 遣 研 修 自治大学校（政策専門課程） 1 人
そ の 他 女性職員交流セミナー 1 人

独自研修
階 層 別 研 修 新採用職員研修、トップマネジメントセミナー（管理職）等 240 人
人 権 等 研 修 人権研修 243 人
そ の 他 行政不服審査法実務講座、地方公会計制度等 4 人

支援研修 通 信 講 座 大分県自治人材育成センターの指定した講座から選択 1 人
合　　　　　　　　　　　計 603 人

支給率 自己都合 応募認定・定年
勤続 20 年           20.445 月分         25.55625 月分
勤続 25 年           29.145 月分         34.5825   月分
勤続 35 年           41.325 月分         49.59       月分
最高限度額           49.59   月分         49.59       月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 2％～ 45％加算

平成 28 年度支給割合
期末手当 2.60 月分
勤勉手当 1.70 月分

（3）特別職の報酬等の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

（4）職員の手当の状況

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

④一般行政職の級別職員数の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

５．職員の研修の状況

＊ 平成 29 年 4 月 1 日現在、給料月額について 1 ～ 3 級は 1.5％、4 ～ 7 級は 3.5％の減額措置をしています。

＊日出町『職員の給与に関する条例』に基づく給料表の級区分による職員数です。
＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
＊端数処理のため、構成比が 100% にならない場合があります。

（平成 28 年度実績）

②退職手当（平成 29 年 4 月 1 日）①期末手当・勤勉手当
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町長室から
日出町長　本田 博文

第７回

　
９
月
17
日
、
台
風
18
号
に
よ
り
、

大
分
県
南
部
は
大
き
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
回
の
台
風
で
は
、
日
出
町
で

も
17
時
に
藤
原
地
区
に
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
を
発
令

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
が
提
供

す
る
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
が
レ

ベ
ル
３
に
達
し
た
こ
と
や
、
直
前

ま
で
の
時
間
降
雨
量
、
そ
し
て
夜

に
な
っ
て
暗
く
な
る
と
避
難
が
困

難
に
な
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
て
発
令
し
た
も
の
で
す
。

20
時
に
解
除
し
ま
し
た
が
、
藤
原

地
区
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
被
害
が
な
く
て
何
よ
り
で

し
た
。

第
70
回
県
民
体
育
大
会
に
つ
い
て

　
今
年
の
県
民
体
育
大
会
は
、「
か

が
や
く
笑
顔
　
別
杵
の
空
に
　
咲

き
ほ
こ
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

９
月
９
日
か
ら
11
日
を
主
日
程
と

し
て
別
杵
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
出
町
で
は
、
軟
式
野
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
な
ぎ
な

た
、
そ
し
て
綱
引
き
の
６
競
技
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
期
間
中
は
、
私
を
は
じ
め

体
育
協
会
役
員
な
ど
が
各
競
技
会

場
へ
応
援
に
伺
い
、
選
手
の
皆
さ

ん
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　
会
場
が
分
散
し
て
い
る
た
め
、

す
べ
て
の
競
技
種
目
を
ゆ
っ
く
り

応
援
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
で
も
大

神
地
区
の
住
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
で

行
わ
れ
て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
女
子
）
の
試
合
が
印
象
的
で
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
試
合
は
接
戦
で
、
７
回
で

は
決
着
が
つ
か
ず
に
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
互

角
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
１
点
差
で
対
戦
相
手
の

豊
後
大
野
市
が
準
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。
最
後
ま
で
集
中
力
を
切

ら
す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
た
選

手
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
こ
う
し
た
日
出
町
の
各

競
技
部
の
活
躍
が
あ
っ
て
、
総
合

10
位
、
Ｃ
部
優
勝
そ
し
て
躍
進
１

位
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
績
を
残
せ
た
の

は
、
上
位
入
賞
し
た
競
技
部
や
選

手
の
み
な
ら
ず
、
今
大
会
に
出
場

し
た
速
見
郡
選
手
全
員
が
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
結
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
今
大
会
を
終
え
て
行
っ
た
反
省

激
励
会
で
は
、
早
く
も
来
年
の
大

会
に
向
け
て
、
競
技
人
口
増
加
の

検
討
や
練
習
環
境
に
つ
い
て
の
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
Ｂ
部
で
の
戦
い
に
な

り
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍

は
、
町
民
や
応
援
し
て
い
る
多
く

の
人
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

来
年
も
み
ん
な
で
喜
び
合
え
る
よ

う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

※�

大
会
の
結
果
は
、
20
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
買
い
物
支
援
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
お
お
い
た
の
ご
協
力
に
よ

り
、
買
い
物
支
援
施
策
と
し
て
移

動
販
売
車
を
町
内
で
運
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
３
月
に
コ
ー
プ

お
お
い
た
と
『
ふ
れ
あ
い
で
支
え

る
地
域
づ
く
り
包
括
連
携
協
定
』

を
結
び
ま
し
て
、
災
害
時
の
物
資

の
優
先
供
給
や
コ
ー
プ
お
お
い
た

の
業
務
を
通
じ
て
高
齢
者
の
見
守

り
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
な
か
に
、
今
回
の
買
い
物
支

援
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
日
出
町
も
高
齢
化
が
進
ん
で
き

て
、
買
い
物
に
も
な
か
な
か
行
け

な
い
と
い
う
方
が
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
部
か
ら
離
れ
た
地

域
で
は
店
舗
が
営
業
を
や
め
て
、

買
い
た
く
て
も
買
え
な
い
と
い
う

状
況
が
発
生
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た

め
に
、
コ
ー
プ
お
お
い
た
と
連
携

し
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
事

業
で
す
。

　
こ
の
移
動
販
売
車
は
、『
出
逢

い
ふ
れ
あ
い
コ
ー
プ
便
』
と
い
う

名
前
で
、
南
端
地
区
と
豊
岡
の
新

町
、
中
の
三
そ
し
て
太
田
の
各
地

区
を
毎
週
月
曜
日
に
運
行
し
て
い

ま
す
。
運
行
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

区
長
を
は
じ
め
地
元
の
方
々
の
声

を
聞
い
て
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
販
売
す
る
品
目
は
３
０
０
種
類

ほ
ど
で
、
食
料
品
を
は
じ
め
日
用

品
な
ど
生
活
に
必
要
な
も
の
を
取

り
揃
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

運
行
開
始
か
ら
１
カ
月
半
ほ
ど
経

過
し
ま
し
た
が
、
毎
回
利
用
し
て

い
る
方
も
い
る
よ
う
で
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
は
好
評
で
あ
り
、
利
用

者
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
週
一
回
の
運
行
で
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
お
聞

き
し
な
が
ら
充
実
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
買
い
物
手
段
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

-

　
江
口
い
と
さ
ん
は
、１
９
１
２
年（
大

正
元
年
）、
愛
媛
県
生
ま
れ
の
詩
人
で

す
。
夫
を
戦
争
で
亡
く
し
、
自
身
へ
の

部
落
差
別
、
子
ど
も
へ
の
部
落
差
別
、

孫
へ
の
部
落
差
別
と
闘
い
続
け
、
数
々

の
作
品
を
残
し
た
『
人
権
の
詩
人
』
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活

の
な
か
で
感
じ
た
被
差
別
の
側
の
悲
し

み
や
憤
り
、
苦
悩
や
願
い
な
ど
、
諸
々

の
思
い
を
詩
に
書
き
あ
ら
わ
し
ま
し

た
。

　
こ
の
詩
は
、
人
の
値
う
ち
を
外
見
や

肩
書
、
出
身
な
ど
で
判
断
す
る
愚
か
さ

や
不
合
理
さ
を
う
た
っ
た
詩
で
す
。

　
日
本
で
は
、
特
定
の
地
域
出
身
で
あ

る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
理
由
に
、
結
婚
に
反
対
さ
れ
た
り
、

就
職
で
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
心
な
い
誹
謗
中
傷

が
書
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
差
別
が
、
現

在
も
な
お
、
根
強
く
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
部
落
差
別
で
あ
り
、
同
和
問
題

と
い
わ
れ
る
社
会
問
題
で
す
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
の
同
和
問
題
解
決

に
向
け
た
様
々
な
法
律
に
よ
り
、
生
活

環
境
な
ど
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
、
人

権
尊
重
の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
に
解
消
に
は
至
っ
て
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
部
落
差
別
は
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
認

識
の
も
と
、
昨
年
末
『
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
全
六
条
か
ら
な
る
法
律
で

す
。
第
一
条
に
は
こ
の
法
律
の
目
的
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
ま
ど

　『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
を

　
ご
存
じ
で
す
か
？

第
一
条
（
目
的
）

　�

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化

の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す

る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
全
て
の
国
民
に
基
本
的

人
権
の
享
有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲

法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別

は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理

念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差

別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
同
和
問
題
は
、
決
し
て
過
去
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
結
婚
や
就

職
と
い
っ
た
人
生
の
大
切
な
場
面
で
、

部
落
差
別
は
現
れ
て
き
ま
す
。『
私
に

は
関
係
な
い
こ
と
』
と
無
関
心
に
な
ら

ず
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
理
解
し

て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

住
民
課
　
　

生
涯
学
習
課

『
人
の
値
う
ち
』

　
　
　
　
　
　
　�������

　
江
口
い
と

何い

つ時
か
も
ん
ぺ
を
は
い
て

バ
ス
に
乗
っ
た
ら

隣
座
席
の
人
は
私
を

お
ば
は
ん
と
呼
ん
だ

戦
時
中
よ
く
は
い
た

こ
の
活
動
的
な
も
の
を

ど
う
や
ら
こ
の
人
は
年
寄
り
の
着
物
と

思
っ
て
い
る
ら
し
い

よ
そ
行
き
の
着
物
に
羽
織
を
着
て

汽
車
に
乗
っ
た
ら

人
は
私
を
奥
さ
ん
と
呼
ん
だ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は
　

着
物
で
決
ま
る
ら
し
い

講
演
が
あ
る

何
々
大
学
の
先
生
だ
と
言
え
ば

内
容
が
悪
く
と
も

人
々
は
耳
を
す
ま
せ
て
聴
き

良
か
っ
た
と
言
う

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

肩
書
き
で
決
ま
る
ら
し
い

名
も
無
い
人
の
講
演
に
は

人
々
は
そ
わ
そ
わ
し
て
帰
り
を
急
ぐ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

学
歴
で
決
ま
る
ら
し
い

立
派
な
家
の
娘
さ
ん
が

部
落
に
お
嫁
に
来
る

で
も
生
ま
れ
た
子
供
は
や
っ
ぱ
り

部
落
の
子
だ
と
言
わ
れ
る

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は
　

生
ま
れ
た
所
に
よ
っ
て
決
ま
る
ら
し
い

人
々
は
い
つ
の
日

こ
の
あ
や
ま
ち
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
か

　
江
口
い
と
著
『
人
の
値
う
ち
』
よ
り
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町
で
は
、
軟
式
野
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
な
ぎ
な

た
、
そ
し
て
綱
引
き
の
６
競
技
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
期
間
中
は
、
私
を
は
じ
め

体
育
協
会
役
員
な
ど
が
各
競
技
会

場
へ
応
援
に
伺
い
、
選
手
の
皆
さ

ん
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　
会
場
が
分
散
し
て
い
る
た
め
、

す
べ
て
の
競
技
種
目
を
ゆ
っ
く
り

応
援
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
で
も
大

神
地
区
の
住
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
で

行
わ
れ
て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
女
子
）
の
試
合
が
印
象
的
で
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
試
合
は
接
戦
で
、
７
回
で

は
決
着
が
つ
か
ず
に
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
互

角
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
１
点
差
で
対
戦
相
手
の

豊
後
大
野
市
が
準
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。
最
後
ま
で
集
中
力
を
切

ら
す
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
た
選

手
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
こ
う
し
た
日
出
町
の
各

競
技
部
の
活
躍
が
あ
っ
て
、
総
合

10
位
、
Ｃ
部
優
勝
そ
し
て
躍
進
１

位
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
績
を
残
せ
た
の

は
、
上
位
入
賞
し
た
競
技
部
や
選

手
の
み
な
ら
ず
、
今
大
会
に
出
場

し
た
速
見
郡
選
手
全
員
が
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
結
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
今
大
会
を
終
え
て
行
っ
た
反
省

激
励
会
で
は
、
早
く
も
来
年
の
大

会
に
向
け
て
、
競
技
人
口
増
加
の

検
討
や
練
習
環
境
に
つ
い
て
の
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
Ｂ
部
で
の
戦
い
に
な

り
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍

は
、
町
民
や
応
援
し
て
い
る
多
く

の
人
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

来
年
も
み
ん
な
で
喜
び
合
え
る
よ

う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

※�

大
会
の
結
果
は
、
20
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
買
い
物
支
援
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
お
お
い
た
の
ご
協
力
に
よ

り
、
買
い
物
支
援
施
策
と
し
て
移

動
販
売
車
を
町
内
で
運
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
３
月
に
コ
ー
プ

お
お
い
た
と
『
ふ
れ
あ
い
で
支
え

る
地
域
づ
く
り
包
括
連
携
協
定
』

を
結
び
ま
し
て
、
災
害
時
の
物
資

の
優
先
供
給
や
コ
ー
プ
お
お
い
た

の
業
務
を
通
じ
て
高
齢
者
の
見
守

り
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
な
か
に
、
今
回
の
買
い
物
支

援
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
日
出
町
も
高
齢
化
が
進
ん
で
き

て
、
買
い
物
に
も
な
か
な
か
行
け

な
い
と
い
う
方
が
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
部
か
ら
離
れ
た
地

域
で
は
店
舗
が
営
業
を
や
め
て
、

買
い
た
く
て
も
買
え
な
い
と
い
う

状
況
が
発
生
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た

め
に
、
コ
ー
プ
お
お
い
た
と
連
携

し
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
事

業
で
す
。

　
こ
の
移
動
販
売
車
は
、『
出
逢

い
ふ
れ
あ
い
コ
ー
プ
便
』
と
い
う

名
前
で
、
南
端
地
区
と
豊
岡
の
新

町
、
中
の
三
そ
し
て
太
田
の
各
地

区
を
毎
週
月
曜
日
に
運
行
し
て
い

ま
す
。
運
行
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

区
長
を
は
じ
め
地
元
の
方
々
の
声

を
聞
い
て
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
販
売
す
る
品
目
は
３
０
０
種
類

ほ
ど
で
、
食
料
品
を
は
じ
め
日
用

品
な
ど
生
活
に
必
要
な
も
の
を
取

り
揃
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

運
行
開
始
か
ら
１
カ
月
半
ほ
ど
経

過
し
ま
し
た
が
、
毎
回
利
用
し
て

い
る
方
も
い
る
よ
う
で
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
は
好
評
で
あ
り
、
利
用

者
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
週
一
回
の
運
行
で
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
お
聞

き
し
な
が
ら
充
実
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
買
い
物
手
段
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

-

　
江
口
い
と
さ
ん
は
、１
９
１
２
年（
大

正
元
年
）、
愛
媛
県
生
ま
れ
の
詩
人
で

す
。
夫
を
戦
争
で
亡
く
し
、
自
身
へ
の

部
落
差
別
、
子
ど
も
へ
の
部
落
差
別
、

孫
へ
の
部
落
差
別
と
闘
い
続
け
、
数
々

の
作
品
を
残
し
た
『
人
権
の
詩
人
』
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活

の
な
か
で
感
じ
た
被
差
別
の
側
の
悲
し

み
や
憤
り
、
苦
悩
や
願
い
な
ど
、
諸
々

の
思
い
を
詩
に
書
き
あ
ら
わ
し
ま
し

た
。

　
こ
の
詩
は
、
人
の
値
う
ち
を
外
見
や

肩
書
、
出
身
な
ど
で
判
断
す
る
愚
か
さ

や
不
合
理
さ
を
う
た
っ
た
詩
で
す
。

　
日
本
で
は
、
特
定
の
地
域
出
身
で
あ

る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と

を
理
由
に
、
結
婚
に
反
対
さ
れ
た
り
、

就
職
で
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
心
な
い
誹
謗
中
傷

が
書
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
差
別
が
、
現

在
も
な
お
、
根
強
く
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
部
落
差
別
で
あ
り
、
同
和
問
題

と
い
わ
れ
る
社
会
問
題
で
す
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
の
同
和
問
題
解
決

に
向
け
た
様
々
な
法
律
に
よ
り
、
生
活

環
境
な
ど
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
、
人

権
尊
重
の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
に
解
消
に
は
至
っ
て
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
部
落
差
別
は
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
認

識
の
も
と
、
昨
年
末
『
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
全
六
条
か
ら
な
る
法
律
で

す
。
第
一
条
に
は
こ
の
法
律
の
目
的
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
ま
ど

　『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
を

　
ご
存
じ
で
す
か
？

第
一
条
（
目
的
）

　�

こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化

の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す

る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
全
て
の
国
民
に
基
本
的

人
権
の
享
有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲

法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別

は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理

念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差

別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
同
和
問
題
は
、
決
し
て
過
去
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
結
婚
や
就

職
と
い
っ
た
人
生
の
大
切
な
場
面
で
、

部
落
差
別
は
現
れ
て
き
ま
す
。『
私
に

は
関
係
な
い
こ
と
』
と
無
関
心
に
な
ら

ず
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
理
解
し

て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

住
民
課
　
　

生
涯
学
習
課

『
人
の
値
う
ち
』

　
　
　
　
　
　
　�������

　
江
口
い
と

何い

つ時
か
も
ん
ぺ
を
は
い
て

バ
ス
に
乗
っ
た
ら

隣
座
席
の
人
は
私
を

お
ば
は
ん
と
呼
ん
だ

戦
時
中
よ
く
は
い
た

こ
の
活
動
的
な
も
の
を

ど
う
や
ら
こ
の
人
は
年
寄
り
の
着
物
と

思
っ
て
い
る
ら
し
い

よ
そ
行
き
の
着
物
に
羽
織
を
着
て

汽
車
に
乗
っ
た
ら

人
は
私
を
奥
さ
ん
と
呼
ん
だ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は
　

着
物
で
決
ま
る
ら
し
い

講
演
が
あ
る

何
々
大
学
の
先
生
だ
と
言
え
ば

内
容
が
悪
く
と
も

人
々
は
耳
を
す
ま
せ
て
聴
き

良
か
っ
た
と
言
う

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

肩
書
き
で
決
ま
る
ら
し
い

名
も
無
い
人
の
講
演
に
は

人
々
は
そ
わ
そ
わ
し
て
帰
り
を
急
ぐ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

学
歴
で
決
ま
る
ら
し
い

立
派
な
家
の
娘
さ
ん
が

部
落
に
お
嫁
に
来
る

で
も
生
ま
れ
た
子
供
は
や
っ
ぱ
り

部
落
の
子
だ
と
言
わ
れ
る

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は
　

生
ま
れ
た
所
に
よ
っ
て
決
ま
る
ら
し
い

人
々
は
い
つ
の
日

こ
の
あ
や
ま
ち
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
か

　
江
口
い
と
著
『
人
の
値
う
ち
』
よ
り
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日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
興
味
の
あ

る
方
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
月
第
３
金
曜

日
開
催
予
定
で
す
。

▼�

日
時
　
10
月
20
日
（
金
）

　
10
時
～
11
時

▼�

場
所

　�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
日
出
郵
便
局
隣
）

▼
対
象

○
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

○�

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
る
方

▼�

問
合
先
　
日
出
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
た

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　
別
府
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の

方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

募  

集

加
い
た
だ
く
に
は
、
事
前
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

◎�

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
の
消

費
税
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎�

軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が

あ
る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の

方
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
会

議
費
や
交
際
費
と
し
て
飲
食
料

品
な
ど
を
購
入
す
る
事
業
者
の

方
や
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の

方
も
、
取
扱
商
品
の
適
用
税
率

の
確
認
や
適
用
税
率
ご
と
の
区

分
経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に

向
け
た
準
備
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼�

日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
を

選
択
）

①�

11
月
１
日
（
水
）
10
時
～
11

時
30
分

②�

11
月
１
日
（
水
）
13
時
30
分

～
15
時

③�

11
月
２
日
（
木
）
10
時
～
11

時
30
分

※
い
ず
れ
も
座
席
数
は
30
席

▼�

会
場
　
別
府
税
務
署
３
階
　

会
議
室

※�

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

申
込
・
問
合
先
　
別
府
税
務
署

☎�

23
‐
２
１
１
１

後
期
技
能
検
定
試
験

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち

の
持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を

公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制

度
で
す
。

▼�

受
付
期
間
　
10
月
２
日

（
月
）
～
10
月
13
日
（
金
）

※�

申
請
書
・
受
検
案
内
は
商
工

会
、
商
工
観
光
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　
採
用
担
当
者
か
ら
話
を
聞
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
資
格
取
得

な
ど
各
種
相
談
に
も
応
じ
ま
す

（
参
加
無
料
）。

▼�

日
時
　
10
月
14
日
（
土
）

　
13
時
～
15
時

▼�

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

内
容
　
就
職
面
談
、
各
種
相
談

▼
問
合
先

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

介
護
就
職
デ
イ
２
０
１
７
年
秋

　
介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の

※�

税
務
署
の
電
話
番
号
に
お
掛

け
い
た
だ
い
た
後
、
自
動
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

県
職
員
（
学
芸
員
）
採
用
選
考

▼�

受
付
期
間
　
９
月
１
日

（
金
）
～
10
月
25
日
（
水
）

▼�

第
１
次
選
考
日
　
�11
月
19
日

（
日
）

▼�

問
合
先
　
県
人
事
課
人
事
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

※�

受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
、
県

庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選
考

要
領
（
県
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

県
立
盲
学
校

　
学
校
公
開

▼�
開
催
日
　
11
月
27
日
（
月
）

▼�

内
容

◎�

10
時
～
12
時
30
分
　
学
校
説

明
、
公
開
授
業
、
施
設
見
学
、

視
覚
障
害
セ
ミ
ナ
ー

◎�

13
時
～
　
視
覚
障
が
い
教
育

相
談

※�

詳
し
い
日
程
お
よ
び
申
込

方
法
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

みのり村

※データの差替を

お願いします。

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

ユービック矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

てしまこどもの杜

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

就
職
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
、
就
職
面
接

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

▼�

日
時
　
11
月
９
日
（
木
）

　
14
時
～

▼������

場
所
ト
キ
ハ
会
館
５
階

『
ロ
ー
ズ
・
カ
ト
レ
ア
の
間
』

▼�

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
、
ネ
ッ
ト
、
薬
物
な
ど
の
依

存
症
（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に

つ
い
て
理
解
し
、
回
復
の
糸
口

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

▼�

日
時
　
10
月
22
日
（
日
）

　
10
時
～
16
時

▼�

場
所
　
大
分
大
学
旦
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
分
市
）

▼�

内
容
　
専
門
医
師
に
よ
る
講

演
、
体
験
談
発
表
な
ど

▼�

参
加
料
　
６
０
０
円
（
資
料

代
）

▼�

問
合
先
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　『
青
年
海
外
協
力
隊
』『
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
秋

募
集
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
資

格
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼�

募
集
期
間
　
９
月
29
日

（
金
）
～
11
月
１
日
（
水
）

正
午

▼�

問
合
先
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
大
分

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
４
０
２
１

青
少
年
の
海
外
研
修
交
流

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象

に
、
５
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼�

日
程
　
12
月
24
日
（
日
）
～

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

の
う
ち
、
６
～
10
日
間

▼�

研
修
先
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

▼�

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク

リ
ス
マ
ス
体
験
、英
語
研
修
、

文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野

外
活
動
な
ど

※�

コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を

選
べ
ま
す
。

▼�

対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校

３
年
生

▼�

定
員
　
各
グ
ル
ー
プ
15
名

▼�

参
加
費
　
22
万
８
０
０
０
～

42
万
８
０
０
０
円

▼�

申
込
締
切
　
11
月
１
日

（
水
）
※
10
月
25
日
ま
で
に

申
し
込
み
の
場
合
は
、
早
期

割
引
１
万
円

▼
問
合
先

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
10
月
13
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

Ｂ＆Ａ矯正歯科

NHK『にっぽん縦断こころ旅』
お手紙募集

　NHK-BS プレミアムで放送予定の『にっぽん縦断�こ
ころ旅（2017 秋の旅）』にて、俳優・火野正平さん
が自転車で九州にやって来ます。当番組では、皆さま
からのお手紙により旅のルートが決定されます。
　つきましては、皆さまの『忘れられない場所、風景』
にまつわるお手紙を募集しています。

■応募締切　10月 23日（月）必着
■応募内容
　思い出の場所、風景にまつわるエピソード
※住所、氏名、電話番号、性別、年齢を明記すること
■応募方法（①～③のいずれか）
①番組HPの投稿フォーム
② FAX　03-3465-1327
③郵送　〒 150-8001　NHK『こころ旅』係
■問合先　NHKふれあいセンター
☎ 0570-066-066 ／☎ 050-3786-5000

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
興
味
の
あ

る
方
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
月
第
３
金
曜

日
開
催
予
定
で
す
。

▼�

日
時
　
10
月
20
日
（
金
）

　
10
時
～
11
時

▼�

場
所

　�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
日
出
郵
便
局
隣
）

▼
対
象

○
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

○�

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
る
方

▼�

問
合
先
　
日
出
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
た

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　
別
府
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の

方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

募  

集

加
い
た
だ
く
に
は
、
事
前
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

◎�

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
の
消

費
税
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎�

軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が

あ
る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の

方
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
会

議
費
や
交
際
費
と
し
て
飲
食
料

品
な
ど
を
購
入
す
る
事
業
者
の

方
や
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の

方
も
、
取
扱
商
品
の
適
用
税
率

の
確
認
や
適
用
税
率
ご
と
の
区

分
経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に

向
け
た
準
備
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼�

日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
を

選
択
）

①�

11
月
１
日
（
水
）
10
時
～
11

時
30
分

②�

11
月
１
日
（
水
）
13
時
30
分

～
15
時

③�

11
月
２
日
（
木
）
10
時
～
11

時
30
分

※
い
ず
れ
も
座
席
数
は
30
席

▼�

会
場
　
別
府
税
務
署
３
階
　

会
議
室

※�

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

申
込
・
問
合
先
　
別
府
税
務
署

☎�

23
‐
２
１
１
１

後
期
技
能
検
定
試
験

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち

の
持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を

公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制

度
で
す
。

▼�

受
付
期
間
　
10
月
２
日

（
月
）
～
10
月
13
日
（
金
）

※�

申
請
書
・
受
検
案
内
は
商
工

会
、
商
工
観
光
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　
採
用
担
当
者
か
ら
話
を
聞
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
資
格
取
得

な
ど
各
種
相
談
に
も
応
じ
ま
す

（
参
加
無
料
）。

▼�

日
時
　
10
月
14
日
（
土
）

　
13
時
～
15
時

▼�

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

内
容
　
就
職
面
談
、
各
種
相
談

▼
問
合
先

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

介
護
就
職
デ
イ
２
０
１
７
年
秋

　
介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の

※�

税
務
署
の
電
話
番
号
に
お
掛

け
い
た
だ
い
た
後
、
自
動
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

県
職
員
（
学
芸
員
）
採
用
選
考

▼�

受
付
期
間
　
９
月
１
日

（
金
）
～
10
月
25
日
（
水
）

▼�

第
１
次
選
考
日
　
�11
月
19
日

（
日
）

▼�

問
合
先
　
県
人
事
課
人
事
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

※�

受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
、
県

庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選
考

要
領
（
県
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

県
立
盲
学
校

　
学
校
公
開

▼�

開
催
日
　
11
月
27
日
（
月
）

▼�

内
容

◎�

10
時
～
12
時
30
分
　
学
校
説

明
、
公
開
授
業
、
施
設
見
学
、

視
覚
障
害
セ
ミ
ナ
ー

◎�

13
時
～
　
視
覚
障
が
い
教
育

相
談

※�

詳
し
い
日
程
お
よ
び
申
込

方
法
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

みのり村

※データの差替を

お願いします。

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

ユービック矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

てしまこどもの杜

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

就
職
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
、
就
職
面
接

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

▼�

日
時
　
11
月
９
日
（
木
）

　
14
時
～

▼������

場
所
ト
キ
ハ
会
館
５
階

『
ロ
ー
ズ
・
カ
ト
レ
ア
の
間
』

▼�

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
、
ネ
ッ
ト
、
薬
物
な
ど
の
依

存
症
（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に

つ
い
て
理
解
し
、
回
復
の
糸
口

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

▼�

日
時
　
10
月
22
日
（
日
）

　
10
時
～
16
時

▼�

場
所
　
大
分
大
学
旦
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
分
市
）

▼�

内
容
　
専
門
医
師
に
よ
る
講

演
、
体
験
談
発
表
な
ど

▼�

参
加
料
　
６
０
０
円
（
資
料

代
）

▼�

問
合
先
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　『
青
年
海
外
協
力
隊
』『
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
秋

募
集
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
資

格
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼�

募
集
期
間
　
９
月
29
日

（
金
）
～
11
月
１
日
（
水
）

正
午

▼�
問
合
先
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
大
分

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
４
０
２
１

青
少
年
の
海
外
研
修
交
流

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象

に
、
５
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼�

日
程
　
12
月
24
日
（
日
）
～

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

の
う
ち
、
６
～
10
日
間

▼�

研
修
先
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

▼�

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク

リ
ス
マ
ス
体
験
、英
語
研
修
、

文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野

外
活
動
な
ど

※�

コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を

選
べ
ま
す
。

▼�

対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校

３
年
生

▼�

定
員
　
各
グ
ル
ー
プ
15
名

▼�

参
加
費
　
22
万
８
０
０
０
～

42
万
８
０
０
０
円

▼�

申
込
締
切
　
11
月
１
日

（
水
）
※
10
月
25
日
ま
で
に

申
し
込
み
の
場
合
は
、
早
期

割
引
１
万
円

▼
問
合
先

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
10
月
13
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

Ｂ＆Ａ矯正歯科

NHK『にっぽん縦断こころ旅』
お手紙募集

　NHK-BS プレミアムで放送予定の『にっぽん縦断�こ
ころ旅（2017 秋の旅）』にて、俳優・火野正平さん
が自転車で九州にやって来ます。当番組では、皆さま
からのお手紙により旅のルートが決定されます。
　つきましては、皆さまの『忘れられない場所、風景』
にまつわるお手紙を募集しています。

■応募締切　10月 23日（月）必着
■応募内容
　思い出の場所、風景にまつわるエピソード
※住所、氏名、電話番号、性別、年齢を明記すること
■応募方法（①～③のいずれか）
①番組HPの投稿フォーム
② FAX　03-3465-1327
③郵送　〒 150-8001　NHK『こころ旅』係
■問合先　NHKふれあいセンター
☎ 0570-066-066 ／☎ 050-3786-5000

2017.10㉗
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



山下歯科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
９
月
12
日
（
火
）・

26
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
　
平
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

相��

談

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
水
）

　�

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
教
育
事
務
所

▼�

対
象
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人
、

そ
の
保
護
者
、
関
係
者
（
保

育
士
、
教
員
な
ど
）

▼�

申
込
方
法
　
日
出
町
教
育
委

員
会
へ
相
談
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の

方
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎��

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�
離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
11
月
１
日
（
水
）・

12
月
６
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
相
続

な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
現
任

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
事
前
予
約
不

要
。
関
係
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�
日
時
　
10
月
29
日
（
日
）
10
時

～
15
時

■
場
所
　
国
東
市
安
岐
総
合
支
所

暘谷苑

日出駅・豊後豊岡駅での
ＪＲ乗車券のご購入について

　平成28年度より、駅の無人化に伴い、町にて日出駅、

豊後豊岡駅に駅員を配置しています。両駅にて乗車券

を窓口（月～金曜日、７時～ 13時、祝日および年末

年始を除く）にて駅員から購入いただきますと、購入

費の一部が販売手数料としてＪＲより町に納入されま

す。この販売手数料は両駅に駅員を配置するための貴

重な財源となっていますので、乗車券をお求めの際は、

ぜひ窓口にてご購入いただくよう、皆さまのご協力を

お願いいたします。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

時
30
分
）

▼�

実
施
場
所
　
豊
泉
荘
な
ど

（
別
府
市
）

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

県
立
看
護
科
大
学
公
開
講
義

『
総
合
人
間
学
』

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
～

10
月
27
日
（
金
）
の
期
間
中

に
４
回
開
催

※�

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼�

場
所
　
県
立
看
護
科
大
学
講

堂
（
大
分
市
）

▼�

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

�

▼��

問
合
先
　
県
立
看
護
科
大

学
教
務
学
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
３

労
働
講
座
『
無
期
転
換
の
準
備

大
丈
夫
で
す
か
？
』
（
無
料
）

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
県
日
出
総
合
庁
舎
大

▼�

実
施
期
間
　
11
月
７
日（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
４
日
間

▼�

募
集
人
数
　
20
名
（
選
考
会

10
月
31
日
）

▼�

実
施
場
所
　
別
府
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
・

べ
っ
ぷ
』

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
な
ど
の
清

掃
の
基
本
作
業
、
機
械
器
具
の

知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
清
掃
技
術

を
習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で

す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
16
日（
月
）

▼�

実
施
期
間
　
10
月
17
日（
木
）

～
10
月
31
日
（
木
）
８
日
間

▼�

募
集
人
数
　
15
名
（
選
考
会

10
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11

■
問
合
先
　
杵
築
調
停
協
会

☎
78
‐
０
０
６
４

遺
跡
発
掘
講
習

講��

座

　
以
下
の
内
容
で
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派
遣

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
25
日（
金
）

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
 

町
民
文
芸

作成中

山下歯科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
10
月
10
日
（
火
）・

24
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
各
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
　
平
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

相  

談

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
水
）

　�

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
教
育
事
務
所

▼�
対
象
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人
、

そ
の
保
護
者
、
関
係
者
（
保

育
士
、
教
員
な
ど
）

▼�

申
込
方
法
　
日
出
町
教
育
委

員
会
へ
相
談
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の

方
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎��

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
11
月
１
日
（
水
）・

12
月
６
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
相
続

な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
現
任

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
事
前
予
約
不

暘谷苑

日出駅・豊後豊岡駅での
ＪＲ乗車券のご購入について

　平成28年度より、駅の無人化に伴い、町にて日出駅、

豊後豊岡駅に駅員を配置しています。両駅にて乗車券

を窓口（月～金曜日、７時～ 13時、祝日および年末

年始を除く）にて駅員から購入いただきますと、購入

費の一部が販売手数料としてＪＲより町に納入されま

す。この販売手数料は両駅に駅員を配置するための貴

重な財源となっていますので、乗車券をお求めの際は、

ぜひ窓口にてご購入いただくよう、皆さまのご協力を

お願いいたします。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

▼�

実
施
期
間
　
10
月
17
日（
火
）

～
10
月
31
日
（
火
）
８
日
間

▼�

募
集
人
数
　
15
名
（
選
考
会

10
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11

時
30
分
）

▼�

実
施
場
所
　
豊
泉
荘
な
ど

（
別
府
市
）

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

県
立
看
護
科
学
大
学
公
開
講
義

『
総
合
人
間
学
』

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
～

10
月
27
日
（
金
）
の
期
間
中

に
４
回
開
催

※�

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼�

場
所
　
県
立
看
護
科
学
大
学

講
堂
（
大
分
市
）

▼�

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

�

▼��

問
合
先
　
県
立
看
護
科
学

大
学
教
務
学
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
３

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派
遣

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
25
日（
水
）

▼�

実
施
期
間
　
11
月
７
日（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
４
日
間

▼�

募
集
人
数
　
20
名
（
選
考
会

10
月
31
日
）

▼�

実
施
場
所
　
別
府
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
・

べ
っ
ぷ
』

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
な
ど
の
清

掃
の
基
本
作
業
、
機
械
器
具
の

知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
清
掃
技
術

を
習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で

す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
16
日（
月
）

要
。
関
係
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�

日
時
　
10
月
29
日
（
日
）
10
時

～
15
時

■
場
所
　
国
東
市
安
岐
総
合
支
所

■
問
合
先
　
杵
築
調
停
協
会

☎
78
‐
０
０
６
４

遺
跡
発
掘
講
習

　
以
下
の
内
容
で
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
・
テ
キ

講  

座

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

窓
に
見
る
次
の
駅
ま
で
遠
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

盆
踊
り
手
足
揃そ

ろ

わ
ぬ
ま
ま
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

軒
下
の
秋
の
風
鈴
今
朝
も
鳴
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

手
拭
い
を
放
せ
ぬ
子こ

ら供
や
夏
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

無
人
駅
秋
日
を
受
け
て
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
坪
田
　
京
子

父
母
と
夫つ

ま

ゆ
っく
り
見
送
る
茄な

す子
の
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

咲
き
と
お
し
た
立
ち
枯
れ
あ
じ
さ
い
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

月
の
影
芒

す
す
き

穂
ゆ
れ
る
里
の
秋

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
上
田
　
靖
子

亡
き
伯
母
の
生
き
方
来こ

し
方
偲
び
て
は

歌
に
詠
む
な
り
六
十
年
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
村
岡
　
祥
子

夏
の
午
後
マ
ケ
ズ
マ
ケ
ズ
と
呟つ

ぶ
や

き
て

賢
治
の
詩
に
励
ま
さ
れ
生い

く

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
藤
田
　
和
子

群
れ
を
逸
れ
飛
ぶ
鳥
と
き
に
見
か
け
る
も

夕
暮
れ
に
急
ぐ
一
羽
さ
み
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
村
口
ク
ミ
コ

馬ば
れ
い
し

ょ

鈴
薯
を
掘
り
き
て
夕ゆ

う

げ餉
の
菜
と
す
る

定
年
迎
え
し
夫
の
手
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
佐
藤
　
慶
子

梅
雨
晴
れ
間
雑
草
を
刈
り
街
路
樹
も

整
え
ら
れ
て
町
晴
れ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
河
野
　
麗
子

五さ

み

だ

れ

月
雨
の
伯
母
の
喪
に
老は

は母
支
え
る
息

こ
子

供く

げ花
連
名
に
し
て
参
り
た
り

2017.10 ㉘
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



山下歯科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
９
月
12
日
（
火
）・

26
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
　
平
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

相��

談

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
水
）

　�

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
教
育
事
務
所

▼�

対
象
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人
、

そ
の
保
護
者
、
関
係
者
（
保

育
士
、
教
員
な
ど
）

▼�

申
込
方
法
　
日
出
町
教
育
委

員
会
へ
相
談
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の

方
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎��

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
11
月
１
日
（
水
）・

12
月
６
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
相
続

な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
現
任

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
事
前
予
約
不

要
。
関
係
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�

日
時
　
10
月
29
日
（
日
）
10
時

～
15
時

■
場
所
　
国
東
市
安
岐
総
合
支
所

暘谷苑

日出駅・豊後豊岡駅での
ＪＲ乗車券のご購入について

　平成28年度より、駅の無人化に伴い、町にて日出駅、

豊後豊岡駅に駅員を配置しています。両駅にて乗車券

を窓口（月～金曜日、７時～ 13時、祝日および年末

年始を除く）にて駅員から購入いただきますと、購入

費の一部が販売手数料としてＪＲより町に納入されま

す。この販売手数料は両駅に駅員を配置するための貴

重な財源となっていますので、乗車券をお求めの際は、

ぜひ窓口にてご購入いただくよう、皆さまのご協力を

お願いいたします。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

時
30
分
）

▼�

実
施
場
所
　
豊
泉
荘
な
ど

（
別
府
市
）

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

県
立
看
護
科
大
学
公
開
講
義

『
総
合
人
間
学
』

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
～

10
月
27
日
（
金
）
の
期
間
中

に
４
回
開
催

※�

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼�

場
所
　
県
立
看
護
科
大
学
講

堂
（
大
分
市
）

▼�

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

�

▼��

問
合
先
　
県
立
看
護
科
大

学
教
務
学
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
３

労
働
講
座
『
無
期
転
換
の
準
備

大
丈
夫
で
す
か
？
』
（
無
料
）

▼�
日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
県
日
出
総
合
庁
舎
大

▼�

実
施
期
間
　
11
月
７
日（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
４
日
間

▼�

募
集
人
数
　
20
名
（
選
考
会

10
月
31
日
）

▼�

実
施
場
所
　
別
府
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
・

べ
っ
ぷ
』

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
な
ど
の
清

掃
の
基
本
作
業
、
機
械
器
具
の

知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
清
掃
技
術

を
習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で

す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
16
日（
月
）

▼�

実
施
期
間
　
10
月
17
日（
木
）

～
10
月
31
日
（
木
）
８
日
間

▼�

募
集
人
数
　
15
名
（
選
考
会

10
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11

■
問
合
先
　
杵
築
調
停
協
会

☎
78
‐
０
０
６
４

遺
跡
発
掘
講
習

講��
座

　
以
下
の
内
容
で
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派
遣

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
25
日（
金
）

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

 

町
民
文
芸

作成中

山下歯科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
10
月
10
日
（
火
）・

24
日
（
火
）

　
10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
各
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
　
平
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

▼�

場
所
　
県
庁
別
館
５
階

▼�

問
合
先
　
県
交
通
事
故
相
談
所

相  

談

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
教
育
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
水
）

　�

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
教
育
事
務
所

▼�

対
象
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
成
人
、

そ
の
保
護
者
、
関
係
者
（
保

育
士
、
教
員
な
ど
）

▼�

申
込
方
法
　
日
出
町
教
育
委

員
会
へ
相
談
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上
の

方
は
盲
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先
　
県
立
盲
学
校

☎��

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
公
証
人
は
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
職
務
を
行
う
国
の
機

関
で
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
毎
月
第
１
水

曜
日
開
設
）。
要
予
約
で
す
。

〇�

相
続
争
い
を
防
止
し
て
、
自

分
の
意
思
ど
お
り
に
財
産
を

譲
り
た
い
（
遺
言
）

〇�

最
も
信
頼
で
き
る
人
を
後
見

人
に
指
定
し
て
、
老
後
の
財

産
管
理
を
託
し
た
い
（
任
意

後
見
）

〇�

離
婚
を
考
え
て
い
る
が
、
相

手
が
子
供
の
養
育
費
等
を
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
く
れ
る
か

心
配
（
離
婚
給
付
）

※�

こ
の
他
に
も
、
債
務
弁
済
、

示
談
な
ど
様
々
な
契
約
に
つ

い
て
も
ご
相
談
承
り
ま
す
。

▼��

日
時
　
11
月
１
日
（
水
）・

12
月
６
日
（
水
）
15
時
30
分

～
17
時

▼�

場
所
　
日
出
町
役
場
３
３
３

会
議
室

▼�

問
合
先
　
大
分
公
証
人
合
同

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
相
続

な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
現
任

調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
事
前
予
約
不

暘谷苑

日出駅・豊後豊岡駅での
ＪＲ乗車券のご購入について

　平成28年度より、駅の無人化に伴い、町にて日出駅、

豊後豊岡駅に駅員を配置しています。両駅にて乗車券

を窓口（月～金曜日、７時～ 13時、祝日および年末

年始を除く）にて駅員から購入いただきますと、購入

費の一部が販売手数料としてＪＲより町に納入されま

す。この販売手数料は両駅に駅員を配置するための貴

重な財源となっていますので、乗車券をお求めの際は、

ぜひ窓口にてご購入いただくよう、皆さまのご協力を

お願いいたします。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

▼�

実
施
期
間
　
10
月
17
日（
火
）

～
10
月
31
日
（
火
）
８
日
間

▼�

募
集
人
数
　
15
名
（
選
考
会

10
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11

時
30
分
）

▼�

実
施
場
所
　
豊
泉
荘
な
ど

（
別
府
市
）

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

県
立
看
護
科
学
大
学
公
開
講
義

『
総
合
人
間
学
』

▼�

日
程
　
10
月
６
日
（
金
）
～

10
月
27
日
（
金
）
の
期
間
中

に
４
回
開
催

※�

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼�

場
所
　
県
立
看
護
科
学
大
学

講
堂
（
大
分
市
）

▼�

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

�
▼��
問
合
先
　
県
立
看
護
科
学

大
学
教
務
学
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
３

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
・
就
業
・
派
遣

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
25
日（
水
）

▼�

実
施
期
間
　
11
月
７
日（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
４
日
間

▼�

募
集
人
数
　
20
名
（
選
考
会

10
月
31
日
）

▼�

実
施
場
所
　
別
府
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
あ
す
・

べ
っ
ぷ
』

�

▼��

申
込
・
問
合
先

○�

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

○�

日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
な
ど
の
清

掃
の
基
本
作
業
、
機
械
器
具
の

知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
清
掃
技
術

を
習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。
受
講

料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で

す
。

▼�

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
方

▼�

募
集
締
切
　
10
月
16
日（
月
）

要
。
関
係
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�

日
時
　
10
月
29
日
（
日
）
10
時

～
15
時

■
場
所
　
国
東
市
安
岐
総
合
支
所

■
問
合
先
　
杵
築
調
停
協
会

☎
78
‐
０
０
６
４

遺
跡
発
掘
講
習

　
以
下
の
内
容
で
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
料
・
テ
キ

講  

座

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

窓
に
見
る
次
の
駅
ま
で
遠
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

盆
踊
り
手
足
揃そ

ろ

わ
ぬ
ま
ま
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
森
永
三
千
代

軒
下
の
秋
の
風
鈴
今
朝
も
鳴
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎

　
塩
出
千
鶴
子

手
拭
い
を
放
せ
ぬ
子こ

ら供
や
夏
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
森
永

　
晏
司

無
人
駅
秋
日
を
受
け
て
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
坪
田
　
京
子

父
母
と
夫つ

ま

ゆ
っく
り
見
送
る
茄な

す子
の
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

咲
き
と
お
し
た
立
ち
枯
れ
あ
じ
さ
い
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

月
の
影
芒

す
す
き

穂
ゆ
れ
る
里
の
秋

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
上
田
　
靖
子

亡
き
伯
母
の
生
き
方
来こ

し
方
偲
び
て
は

歌
に
詠
む
な
り
六
十
年
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
村
岡
　
祥
子

夏
の
午
後
マ
ケ
ズ
マ
ケ
ズ
と
呟つ

ぶ
や

き
て

賢
治
の
詩
に
励
ま
さ
れ
生い

く

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎

　
藤
田

　
和
子

群
れ
を
逸
れ
飛
ぶ
鳥
と
き
に
見
か
け
る
も

夕
暮
れ
に
急
ぐ
一
羽
さ
み
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
村
口
ク
ミ
コ

馬ば
れ
い
し

ょ

鈴
薯
を
掘
り
き
て
夕ゆ

う

げ餉
の
菜
と
す
る

定
年
迎
え
し
夫
の
手
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
佐
藤
　
慶
子

梅
雨
晴
れ
間
雑
草
を
刈
り
街
路
樹
も

整
え
ら
れ
て
町
晴
れ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
河
野
　
麗
子

五さ

み

だ

れ

月
雨
の
伯
母
の
喪
に
老は

は母
支
え
る
息

こ
子

供く

げ花
連
名
に
し
て
参
り
た
り

2017.10㉙
※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。








